
 

 

 

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進市町村交付金事業成果一覧 

   

平成26年８月４日 
 

 
那覇市    1 

宜野湾市  10 

石垣市   11 

浦添市   15 

名護市   16 

糸満市   18 

沖縄市   20 

豊見城市  24 

うるま市  26 

宮古島市  30 

南城市   34 

国頭村   36 

大宜味村  38 

東村    39 

今帰仁村  40 

本部町   41 

恩納村   42 

金武町   43 

読谷村   44 

嘉手納町  45 

 

北谷町   46 

北中城村  47 

中城村   48 

西原町   50 

与那原町  51 

南風原町  54 

渡嘉敷村  57 

座間味村  58 

粟国村   59 

渡名喜村  60 

南大東村  61 

北大東村  62 

伊平屋村  63 

伊是名村  64 

久米島町  65 

八重瀬町  67 

多良間村  68 

竹富町   69 

与那国町  70 



 

1 1 観光プラザ整備事業
H24～
H25

観光都市としての国内・国外観光客の受入機能の充
実を図るため、「てんぶす那覇」に観光案内所を整備
する。

観光案内所設置のため、区分所有建物を確
保

観光案内所設置のため、区分所有建物を確
保 ◎

1 2
那覇港観光客利便性向上
施設整備事業

H24～
H25

観光都市としてのグレードアップを図るため、クルー
ズ船から旅客船ターミナルへ観光客を迎え受ける
ボーディングブリッジの整備を行う。

那覇港のボーディングブリッジ整備に係る仕
様書作成

那覇港のボーディングブリッジ整備に係る仕
様書作成、製作工事着手 ◎

1 3
奥武山野球場人工芝整備
等イベント対応機能強化事
業

H24

スポーツコンベンションの観光地としてのグレードアッ
プを図るため、奥武山野球場と屋内運動場及び関連
する周辺施設整備等の機能強化を行う。
・野球場人工芝の整備
・防球ネット設置工事
・屋内運動場側広場暗渠排水施設整備
・フロアーシート等備品購入

・野球場人工芝の整備
・防球ネット設置工事
・屋内運動場側広場暗渠排水施設整備
・フロアーシート等備品購入
整備の実施

・野球場人工芝の整備
・防球ネット設置工事
・屋内運動場側広場暗渠排水施設整備
・フロアーシート等備品購入
整備の完了

◎

1 4
市民体育館イベント誘致機
能強化事業

Ｈ24

スポーツコンベンションの観光地としてのグレードアッ
プを図るため、市民体育館をプロバスケット等の公式
戦及びイベント会場として使用できるよう音響設備及
び空調設備を整備し、機能強化を図る。

・市民体育館空調機整備
・市民体育館音響設備整備
・市民体育館備品購入
　（空手競技用）
整備実施

・市民体育館空調機整備
・市民体育館音響設備整備
・市民体育館備品購入
　（空手競技用）
整備完了

◎

1 7 公設市場環境整備事業 Ｈ24
観光地としての魅力を高めるため、観光資源である
マチグヮーの良さを活かしつつ、中心地である公設市
場の環境整備を行う。

公設市場の環境整備を行う
　・LED照明の設置
　・市場壁面のペイント
　・市場エスカレーターの改修
　・多目的トイレの整備

公設市場の環境整備を行った
　・LED照明の設置
　・市場壁面のペイント
　・市場エスカレーターの改修
　・多目的トイレの整備

◎

1 8
「那覇の祭り」模型制作設
置事業

Ｈ24
　観光都市としての魅力の発信力を高め、集客の目
玉とするため、那覇市を代表する祭り（那覇ハー
リー、那覇大綱挽）のジオラマ模型を製作する。

那覇ハーリー、那覇大綱挽、琉球王朝祭のジ
オラマ模型を製作、展示、ＰＲ

実物大モニュメント
制作設置完了 ○

1 11
那覇市旧跡･歴史的地名標
示事業

H24～
H25

観光地としてグレードアップを図るため、琉球王国時
代から昭和戦前期にかけて存在した那覇市内の旧
跡地等に標示板を設置する。

旧跡・歴史的地名表示板設置
標示版企画展の開催
標示版広報

旧跡・歴史的地名表示板設置
標示版企画展の開催
標示版広報

◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

那覇市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

那覇市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

1 13 バス停上屋整備事業
H24～
H26

「人中心のまちづくりをめざして」を基本理念におき、
観光立県の県都那覇としてのグレードアップを図るた
め、観光客等が沖縄の強烈な日差しや風雨を避け、
快適に公共交通機関を利用してもらえるよう、バス停
上屋を整備する。

バス停上屋の設置：５基 バス停上屋の設置：５基 ◎

1 14 交流オアシス整備事業
H24～
H27

観光立県の県都那覇としてのグレードアップを図るた
め、公有地及び道路残地等を活用した小広場、オー
プンスペース（交流スペース）の整備を行い、観光客
と市民との交流・憩いの場を創出する。

交流オアシス基本計画策定 交流オアシス基本計画策定の実施 ◎

1 17 歴史散歩道整備事業
H24～
H27

観光立県の県都那覇としての景観・美観の創出・継
承のため、市内で歴史を伝える御嶽、樋川、井戸、馬
場跡をサイン等により、観光客や市民がまちの良さを
再発見し、楽しく歩ける散歩道のネットワークづくり図
り、路面改良、道路緑化・美化を行う。

歴史散歩道設置：４地区 歴史散歩道設置：４地区 ◎

1 18
那覇・福州友好都市交流シ
ンボルづくり事業

Ｈ24

観光都市としての景観づくりと、中国福州市との友好
姉妹都市のシンボルとなるよう、巨大龍を作成し、那
覇ふ頭旅客バースからの観光客迎え入れゲート的位
置にある松山公園へ設置する。

シンボル施設の作成・設置：１基 － 繰

1 19
亜熱帯庭園都市の道路美
化事業

H24～
H33

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、幹
線市道や観光地周辺市道の街路樹の緑化や美化を
推進する。

幹線道路及び観光地周辺市道の除草（街路
樹の剪定1350本、植樹480本）

幹線道路及び観光地周辺市道の除草（街路
樹の剪定1361本、植樹538本） ◎

1 21
亜熱帯庭園都市の公園美
化事業

H24～
H33

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、観
光地周辺公園の緑化と美化、遊具・トイレ等の整備を
行う。

・観光地周辺公園のトイレ整備：　2棟
・桜の植樹：　70本
・福州園の樹木剪定：　225本

・観光地周辺公園のトイレ整備：　1棟
・桜の植樹：　70本
・福州園の樹木剪定：　225本 △

1 22
中心市街地における公園
再生事業

Ｈ24
観光都市しての景観・美観の創出・継承のため、観
光地である中心市街地周辺の公園の課題を整理し
て、基本計画やパースを作成する。

　中心市街地における公園再生計画の策定 　中心市街地における公園再生計画の策定 ◎

1 23
亜熱帯庭園都市の公園施
設強化事業

Ｈ24

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、波
の上宮やビーチがある旭ケ丘公園の施設強化を図
り、琉球石灰岩のり面の保護整備及び回遊園路を整
備する。

・旭ヶ丘公園のり面保護施設整備：　316㎡
・旭ヶ丘公園回遊園路の整備：44㎡

・旭ヶ丘公園のり面保護施設整備：　316㎡仮
・旭ヶ丘公園回遊園路の整備：44㎡仮 未
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

那覇市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

1 24
市花木等普及推進事業（公
共空間への植樹）

H24～
H33

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、市
花木ホウオウボク、市木フクギ、市花ブーゲンビレア
により、公共空間の緑化に取り組む。

　国県市管理幹線道路及び観光地周辺公
園・道路沿線等の公共空間への植栽：120㎡

　国県市管理幹線道路及び観光地周辺公
園・道路沿線等の公共空間への植栽：76.1㎡ 未

1 28 桜の名所づくり事業
H24～
H27

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、首
里、真和志、小禄地域に桜の名所となる公園などの
候補地を選定する、桜の育成環境調査を行う。

桜の名所づくり調査報告書の策定 桜の名所づくり調査報告書の策定 ◎

1 29
デイゴ・リュウキュウマツ害
虫対策事業

H24～
H25

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、県
花であるデイゴや琉球松を守るための害虫駆除及び
予防対策を行う。

・薬剤の樹幹注入： 　321本 ・薬剤の樹幹注入： 　34本 未

1 30 那覇爬龍船競漕振興事業
H24～
H33

　那覇爬龍船振興会へ那覇ハーリー建設に係る経費
を補助することで既存の那覇ハーリー会館を、爬龍
船の常設展示を行える観光誘客に効果のある施設
へと建替える。

・那覇爬龍船振興会への補助
　（那覇ハーリー会館建設支援等）建設支援

・那覇爬龍船振興会への補助
　（那覇ハーリー会館建設支援等）一部支援 △

1 48
国際通りを中心とした那覇
市ＩＣＴ利活用モデル事業
「WiFi化計画」

H24～
H33

　国際観光都市としてグレードアップを図るため、国
際通り等に無料公衆無線LAN環境を構築し、まち歩
き観光等の情報発信を促進するモデル事業を実施す
る。

那覇市内に公衆無線LANのAPを100ヶ所以
上設置

那覇市内に公衆無線LANのAPを115ヶ所設
置 ◎

1 49
国際通り情報発信大型ビ
ジョン活用事業

H24～
H33

国際観光都市としてグレードアップを図るため、国際
通りの中心地域に大型ビジョンを設置し、観光情報や
地域イベント、防災情報等を発信する。
（本市最大の観光地である国際通りてんぶす前広場
に、屋外型LEDビジョン（320ince／縦4ｍ×横7ｍ）を
整備し、観光リゾート地NAHAのイメージアップと情報
発信力の強化を図る。また、大型ビジョンを国際通り
及び周辺商店街のランドマークとして位置付け、各種
イベントとの連携やICT技術を活用したARコンテンツ
の展開により、新たな賑わいの創出と中心市街地の
継続的な発展を目指す。）

那覇市ぶんかテンブス館に大型ＬＥＤビジョン
を整備　１台

那覇市ぶんかテンブス館に大型ＬＥＤビジョン
を整備　１台 ◎

1 52 移動式車載大型ビジョン Ｈ24

イベント等における観光情報の発信力を高めるた
め、移動式車載大型ビジョンを整備して、那覇マラソ
ンや那覇大綱挽などの観光イベント、クルーズ船寄
港時の歓迎セレモニー等で映像放映を行う。

移動式車載大型ビジョンの購入・整備：1台 移動式車載大型ビジョンの購入・整備：1台 ◎

3



 

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

那覇市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

1 54
那覇市内観光周遊バス実
証実験事業

H24～
H26

 観光都市としてのグレードアップを図るため、市内観
光地やホテル等を回るバスの運行についての実証実
験を行う。

実証実験の準備（バス等の手配、バスのラッ
ピング、試乗会、広報等）の実施

実証実験の準備（バス等の手配、バスのラッ
ピング、試乗会、広報等）の実施 ◎

1 55
安心・安全なマチグヮー地
区実証実験事業

Ｈ24

　本市産業の振興発展と観光拠点としての発展を図
るため、中心商店街で二輪駐車場の実証実験を行
い、観光拠点としてのマチグヮーの魅力向上と商店
街の活性化に取り組む。

マチグァーにおける二輪駐輪場利用台数（実
証実験時）50台/日

マチグァーにおける二輪駐輪場利用台数（実
証実験時）86台/日 ◎

1 57
那覇三大祭りを中心とした
観光振興調査研究事業

Ｈ24

　観光都市としての魅力の発信力を高め、集客の目
玉として活用するため、市を代表する祭り（那覇ハー
リー、那覇大綱挽まつり、琉球王朝祭り首里）を活か
す事業展開について調査研究を行った。

他県の祭りを中心とした観光振興事例調査
観光資源としての祭りの活用方策検討

他県の祭りを中心とした観光振興事例調査
観光資源としての祭りの活用方策検討 ◎

1 58 那覇市みどり実施計画事業 Ｈ24
観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、本
市の緑化推進のための具体的方策となる実施計画
を策定する。

みどり実施計画の策定 みどり実施計画の策定 ◎

1 61 景観まちづくり推進事業
H24～
H26

観光都市としての景観・美観の再生・創出・継承のた
め、景観向上行動計画を策定する。また、　市内全域
における屋外広告物について、現況調査などを行う。

・景観向上行動計画(首里、識名、壺屋地区)
の策定
・屋外広告物現況調査（市全域）に基づく民
間広告物管理システムの更新

・景観向上行動計画(首里、識名、壺屋地区)
の策定
・屋外広告物現況調査（市全域）に基づく民
間広告物管理システムの更新

◎

4 1 ガントリークレーン整備事業
H24～
H25

国際物流拠点としての那覇港の機能拡充に資するた
め、免震機能付ガントリークレーンを製作する。

那覇港のガントリークレーン整備に係る仕様
書作成、3号機製作工事着手

那覇港のガントリークレーン整備に係る仕様
書作成、3号機製作工事完了 ◎

4 2 リーファー電源整備事業 Ｈ24

国際物流拠点としての那覇港の機能拡充に資するた
め、年々需要が増大しているリーファーコンテナ（低
温輸送が必要な冷凍コンテナ等）に対応するリー
ファー電源を増設する。

リーファー電源整備に係る実施設計、整備工
事着手

リーファー電源整備に係る実施設計、整備工
事完了 ◎

4 3
那覇港生活物資安定供給
対策事業（浦添ふ頭防風対
策事業）

Ｈ24
国際物流拠点としての那覇港の機能拡充に資するた
め、浦添ふ頭へ防風柵を設置し、新港埠頭の混雑解
消と物流サービスの向上を図る。

那覇港浦添ふ頭における防風柵設置に係る
実施設計、設置工事着手

那覇港浦添ふ頭における防風柵設置に係る
実施設計、設置工事完了 ◎
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

那覇市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

4 4
那覇港物流ビジネスモデル
導入事業

Ｈ24

国際物流拠点としての那覇港の機能拡充に資するた
め、「那覇港ビジネスモデル」の提案及び「空コンテ
ナ」対策など那覇港物流ビジネスモデル導入に向け
た取り組みを行う。

那覇港における外貿航路の社会実験開始 那覇港における外貿航路の社会実験完了 ◎

5 7
人材育成施設整備基本構
想策定事業

Ｈ24
　将来の沖縄振興に資する人材の育成に有益な施
設整備のため、公民館、図書館、教育研究所等の施
設整備についての基本計画を策定する。

人材育成施設整備基本構想の策定 人材育成施設整備基本構想の策定 ◎

6 2
電子黒板整備事業（小学
校）

Ｈ24

将来の沖縄振興に資する人材の健全育成と教育の
振興・学力向上のため、那覇市立小学校６年生の全
普通教室に電子黒板を整備する。教職員を対象に機
器の使用方法、授業での活用方法の研修を行い、児
童の興味関心を引き出し集中力を高める、わかりや
すい授業環境を整える。

市内小学校６学年普通教室への電子黒板設
置率
100%

市内小学校６学年普通教室への電子黒板設
置率
100%

◎

6 3
電子黒板整備事業（中学
校）

Ｈ24

将来の沖縄振興に資する人材の健全育成と教育の
振興・学力向上のため、那覇市立全中学校に電子黒
板を整備する。教職員を対象に機器の使用方法、授
業での活用方法の研修を行い、生徒の興味関心を
引き出し集中力を高める、わかりやすい授業環境を
整える。

市内中学校普通教室への電子黒板設置率
100%

市内中学校普通教室への電子黒板設置率
100% ◎

6 18 スポーツ広場整備事業
H24～
H25

スポーツコンベンションとしての本市の機能拡充と、
将来の沖縄振興に資する人材の育成に有益な施設
として、スポーツ広場を整備する。

スポーツ広場の年間利用者数2,700人 スポーツ広場の年間利用者数4,284人 ◎

6 22 幼稚園冷房機設置事業
H24～
H26

気温の高い期間が長期にわたる沖縄の亜熱帯気候
に対応するため、幼稚園舎に冷房機を設置する。

幼稚園冷房施設整備：10園 幼稚園冷房施設整備：10園 ◎

6 23
小学校施設環境整備事業
（冷房設置）

H24～
H28

気温の高い期間が長期にわたる沖縄の亜熱帯気候
に対応するため、小学校施設に冷房機を設置する。

小学校冷房施設整備：21校
39教室

小学校冷房施設整備：21校
39教室 ◎

6 24
中学校施設環境整備事業
（冷房設置）

H24～
H27

気温の高い期間が長期にわたる沖縄の亜熱帯気候
に対応するため、中学校施設に冷房機を設置する。

中学校冷房施設整備：5校
11教室

中学校冷房施設整備：5校
11教室 ◎
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

那覇市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

6 25
幼稚園施設老朽化抑制事
業（塩害防止・長寿命化）

H24～Ｈ
26

　塩害による学校校舎等の劣化問題に対応するた
め、園舎外壁面の塩害防止・長寿命化のための塗装
工事を行う。

幼稚園園舎等外壁の全面塗装工事3園 幼稚園園舎等外壁の全面塗装工事3園 ◎

6 26
小学校施設老朽化抑制事
業（塩害防止・長寿命化）

H24～Ｈ
33

・塩害による学校校舎等の劣化問題に対応するた
め、小学校校舎外壁面の塩害防止・長寿命化のため
の塗装対応を行う。

小学校校舎等外壁整備：2校 小学校校舎等外壁整備：1校 未

6 27
中学校施設老朽化抑制事
業（塩害防止・長寿命化）

H24～
H33

・塩害による学校校舎等の劣化問題に対応するた
め、中学校校舎外壁面の塩害防止・長寿命化のため
の塗装対応を行う。

中学校校舎外壁等全面塗装工事：1校
（那覇中学校）

中学校校舎外壁等全面塗装工事：1校
（那覇中学校） ◎

6 29
校舎等剥離補修業務事業
（小学校）

H24～
H25

塩分規制以前に建築された学校施設は、海砂を用い
たことによる塩害等の影響によりコンクリートや鉄筋
が劣化し、剥落が多く発生している。そのため、改築
までの緊急危険回避のため、剥落や腐食防止などの
剥離補修を行う。

小学校剥離補修施設整備：10校 小学校剥離補修施設整備：7校 ○

6 30
校舎等剥離補修業務事業
（中学校）

H24～
H25

塩分規制以前に建築された学校施設は、海砂を用い
たことによる塩害等の影響によりコンクリートや鉄筋
が劣化し、剥落が多く発生している。そのため、改築
までの緊急危険回避のため、剥落や腐食防止などの
剥離補修を行う。

中学校剥離補修施設整備：5校 中学校剥離補修施設整備：4校 ○

7 4
島クトゥバ継承・普及小冊
子製作事業

Ｈ24

沖縄振興に資する伝統文化の継承発展のため、島ク
トゥバ継承・普及小冊子を製作し、市内小中学校の児
童・生徒に配布して、学校及び家庭での積極的な活
用を推進する。

しまくとぅば普及小冊子配付数34,000冊 しまくとぅば普及小冊子配付数34,000冊 ◎

7 10 郷土資料整備事業
H24～
H33

・沖縄振興に資する伝統文化を継承するため、郷土
関係資料購入し充実を図る。沖縄関係、地元出版の
図書を豊富にそろえることで、沖縄に関する質の高い
情報を観光客を含めた利用者へ提供し活用を図る。
・「琉米文化会館」資料として引き継いだ映像資料で
ある16ミリフィルムのＤＶＤ化を行い利活用の促進を
図る。

16ﾐﾘﾌｨﾙﾑのDVD化　295本
郷土関係資料約2,000点の購入及び貸出

16ﾐﾘﾌｨﾙﾑのDVD化　294本
郷土関係資料約1007冊購入・延べ863点貸
出

○

7 12 琉球国王「王冠」複製事業 Ｈ24
歴史博物館で保存している国宝指定の尚家資料の
象徴である王冠の複製品を作成し展示する。

「王冠」複製品の完成
複製品展示
展示広報

「王冠」複製品の完成 未
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

那覇市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

7 13
文化芸術発信拠点施設整
備事業(壺屋焼物博物館)

Ｈ24
沖縄振興に資する文化発信拠点を整備するため、壷
屋焼物博物館の空調設備を改修し、観光施設として
の機能強化を図る。

文化発信拠点（壺屋焼物博物館）整備に係る
基本設計の策定

文化発信拠点（壺屋焼物博物館）整備に係る
基本設計の完了 ◎

7 14
文化芸術発信拠点施設整
備事業（パレット）

H24～Ｈ
25

沖縄振興に資する文化発信拠点としてパレット市民
劇場、パレット市民ギャラリーの改修を行い、文化発
信拠点として機能強化を図る。

パレット市民劇場、パレット市民ギャラリーの
施設整備

パレット市民劇場、パレット市民ギャラリーの
施設整備 ◎

8 1
認可外保育施設の環境整
備事業

H24～Ｈ
33

　米軍統治下で整備が遅れた保育環境に対応した子
育て施策の拡充を行うため、県の補助対象外となっ
ている市内認可外保育施設の改修費に対して補助を
行う。

認可外保育施設改修件数 16園
衛生消毒及び害虫駆除を実施する認可外保
育施設割合 64%

認可外保育施設改修件数 16園
衛生消毒及び害虫駆除を実施する認可外保
育施設割合 64%

◎

9 3
外国人向け情報多言語化
事業

Ｈ24
本市と歴史的、文化的に関連が深い国や地域と、沖
縄の振興に資する交流関係を広げるため、外国人向
けに本市HPを多言語化して情報発信を行う。

本市ＨＰの生活情報多言語化整備
3ヶ国語への翻訳

本市ＨＰの生活情報多言語化整備
3ヶ国語への翻訳 ◎

11 2
「Okinavita(オキナヴィー
タ)」動画コンテンツ制作及
び配信システム構築事業

Ｈ24

県都・那覇の持つ情報発信力等を活用し離島の振興
発展を支援するため、市町村共同利用型ポータルサ
イトに、本市と船舶航路で結ばれている離島３島の観
光・自然体験をテーマとした紹介用動画を制作実装
する。

Okinavita閲覧者数（PV数）
500,000PV

Okinavita閲覧者数（PV数）
685,000PV ◎

12 4
EV、PHV、ハイブリッド・電
動ごみ収集車等導入事業

Ｈ24
環境負荷の低減による環境共生都市の実現のた
め、環境意識啓発のラッピングを行ったＥＶ、ＰＨＶ、
ハイブリッド・電動ごみ収集車等を導入した。

環境負荷低減型のごみ収集車等の導入率
61.4%

環境負荷低減型（ＥＶ、ＰＨＶ、ＨＶ等）車両の
導入率 61.4% ◎

13 1
化学消防ポンプ車整備事
業

Ｈ24

自然災害や米軍基地が集中することに伴う人為的災
害等に強い安心安全なまちづくりを推進するため、航
空機燃料の貯蔵取扱所等がある那覇空港での火災
への対応を想定した化学消防ポンプ車を導入する。

空港等での火災に対応できる化学消防車の
導入：Ⅲ型2台（機能強化）

空港等での火災に対応できる化学消防車の
導入：Ⅲ型2台（機能強化） ◎

13 6 防災行政無線整備事業 Ｈ24
地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進
するため、市内全域をカバーする防災行政無線を小
中学校に設置する。

小中学校・公園等に防災行政無線を設置 53
基

小中学校・公園等に防災行政無線を設置 53
基 ◎
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

那覇市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

13 7
小学校安心安全防災シス
テム導入事業

Ｈ24

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進
するため、災害時に避難誘導等が円滑に行えるよう
小学校全校へ緊急地震速報端末及び無線機を整備
する。

地震・津波への対策機器設置率：小学校
100%

地震・津波への対策機器設置率：小学校
100% ◎

13 8
中学校安心安全防災シス
テム導入事業

Ｈ24

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進
するため、災害時に避難誘導等が円滑に行えるよう
中学校全校へ緊急地震速報端末及び無線機を整備
する。

地震・津波への対策機器設置率：中学校
100%

地震・津波への対策機器設置率：中学校
100% ◎

13 9
特殊災害対応資機材整備
事業

Ｈ24

自然災害並びに米軍基地が集中するが故に想定さ
れる人為的災害等に強い安心安全なまちづくりを推
進するため、特殊災害・大規模テロ災害が発生した
場合を想定した必要資機材を整備する。

特殊災害時における危険物質除去・早期鎮
静化のための対応資機材の整備

特殊災害時における危険物質除去・早期鎮
静化のための対応資機材の整備 ◎

13 11 災害対策機器整備事業 Ｈ24

自然災害並びに米軍基地が集中するが故に想定さ
れる人為的災害等に強い安心安全なまちづくりを推
進するため、災害時に医療救援活動を行うために必
要となる備品を整備した。

・災害用病院備付機材の整備
・自衛消防隊用機材の整備
・ＤＭＡT隊用機材の整備

・災害用病院備付機材の整備
・自衛消防隊用機材の整備
・ＤＭＡT隊用機材の整備

◎

13 14 津波避難ビル建設事業
H24～
H26

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進
するため、市の海抜が低い地域に避難困難者のため
の津波避難ビルを建設する。
H24年度:基本計画･基本設計

津波避難ビル建設に係る基本計画･基本設
計を完了

津波避難ビル建設に係る基本計画･基本設
計を完了 ◎

13 15
大災害時における電力供
給及び避難拠点の整備事
業

Ｈ24

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進
するため、大規模災害時に備えて、環境施設組合の
運営する施設を電力供給拠点及び一時避難場所とし
て活用できるよう整備する.

　消防訓練参加人数 職場100人 　消防訓練参加人数 職場100人 ◎

13 16
小学校防災避難施設整備
事業（校舎屋上）

H24～
H26

・地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進
するため、低地帯の小学校校舎の屋上に手摺を設置
して緊急避難施設となるよう整備する。

小学校校舎屋上手摺設置工事：2校
（曙小学校・若狭小学校）

小学校校舎屋上手摺設置工事：2校
（曙小学校・若狭小学校） ◎

13 17
中学校防災避難施設整備
事業（校舎屋上）

H24～
H26

・地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進
するため、低地帯の中学校校舎の屋上に手摺を設置
して緊急避難施設となるよう整備する。

中学校校舎屋上手摺設置工事：1校
（上山中学校）

中学校校舎屋上手摺設置工事：1校
（上山中学校） ◎
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

那覇市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

14 1 戦争遺跡保存事業 Ｈ24
沖縄の抱える様々な特殊事情（沖縄戦）に対応する
ため、沖縄戦の弾痕が残る石壁を戦跡として保存整
備し、平和学習等に活用する。

・戦争遺跡の保存整備：１ヶ所 ・戦争遺跡の保存整備：１ヶ所 ◎

14 5
戦略的交通まちづくり推進
事業

H24～Ｈ
33

沖縄の抱える様々な特殊事情（鉄軌道等整備の遅
れ）に対応するため、ｶｰﾌﾘｰﾃﾞｰ等の公共交通機関
利用についての意識啓発ｲﾍﾞﾝﾄ、自転車利用環境改
善基礎調査等の市内公共交通環境再構築に向けた
事業を行う。

カ－フリー宣言者数の目標：5,000人 カ－フリー宣言者数の目標：7,240人 ◎

14 6
亜熱帯庭園都市形成推進
調査

H24～
H33

沖縄の抱える様々な特殊事情（軍用地接収により生
じたまちづくりの課題）に対応するため、道路、密集市
街地、まちなか居住、下水道など、環境改善の方針
を定める基礎調査を行う。

道路・密集住宅市街地改善策・まちなか居住
推進策・ガーブ川幹線雨水施設等基礎調査
の実施

道路・密集住宅市街地改善策・まちなか居住
推進策・ガーブ川幹線雨水施設等基礎調査
の実施

◎

14 7
まちづくり拠点施設・ＩＴイン
キュベート施設整備事業

H24～
H25

沖縄の抱える様々な特殊事情（軍用地接収により生
じた地域コミュニティの課題）に対応するため、まちづ
くりのための団体等の育成拠点と、産業振興と雇用
拡大に資するＩＴインキュベート施設を整備するため、
実施設計を実施する。

まちづくり拠点施設・ＩＴインキュベート施設の
実施設計の実施

まちづくり拠点施設・ＩＴインキュベート施設の
実施設計の実施 ◎

14 8
良好な市街地形成に向け
た共同墓（納骨壇及び合葬
室）整備事業

H24～
H25

 沖縄の抱える様々な特殊事情（墓地問題）に対応
し、良好な市街地形成を図るため、識名霊園内市民
共同墓施設の整備及び拡充を実施する。

 那覇市民共同墓施設の整備  那覇市民共同墓施設の整備 ◎
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1 ⑩ 防災行政無線整備事業 H24

　災害情報の伝達手段を確保し、住民や観光客の迅
速な避難行動に繋げるため、観光施設が集中する西
海岸地域における防災行政無線子局、戸別受信機
の整備を行う。

・防災行政無線子局、戸別受信機整備数
 　防災行政無線子局　37箇所
 　戸別受信機　8箇所

・防災行政無線子局、戸別受信機整備数
　子局（8局）
　戸別受信機（37箇所）

△

10 消防安全基盤強化事業 Ｈ24

　当市は普天間基地の周辺に住宅地が密集してお
り、狭隘な道路が多く、ポンプ車の進入が難しい地域
が多い。また、火災、事故現場に出動するためには、
市の中央に位置する米軍普天間飛行場を迂回しな
ければならない。こうした課題を解決し、市民等の安
全安心を確保するため、小型消防ポンプ車両を導入
し、消防能力の強化を図る。

消防ポンプ車の購入：２台 消防ポンプ車の購入：２台 ◎

14 市民会館施設整備事業
H24～
H28

　宜野湾市民会館は文化活動の拠点として、市民の
発表の場や芸術の鑑賞の場として活用されている
が、建設から３０年経過し老朽化が進んでいる。
　しかし、普天間飛行場の移設、跡地利用に目途が
つかない状況下では、建替計画の策定が難しいた
め、現在の設備等を改修し、市民がより利用しやすい
施設として機能向上を図る。

トイレ改修工事
（バリアフリー化）

トイレ改修工事完了
（バリアフリー化） ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

宜野湾市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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2 ② 水族館建設推進事業
H24～
H33

本市には海をはじめとした自然豊かな観光資源が豊
富にあり、多くの観光客を魅了しているが、雨天、曇
天時など、これらを十分に満喫できないときがある。
同時に、海に入ることが困難な障がい者や高齢者に
対し、本市の海を感じてもらう場の提供が求められて
いる。よって、天候に左右されない観光資源の創出
と、障がい者、高齢者等へも安心して海を感じてもら
うことを目標に水族館建設を推進する。そのことによ
り、本市の観光満足度を高めていく。平成２４年度は
構想の策定を行う。

水族館の整備方針、機能・規模、建設候補地
等建設の可能性調査の実施

水族館の整備方針、機能・規模、建設候補地
等建設の可能性調査の実施 ◎

2 ③ 星空学びの部屋事業
H24～
H25

日本一の石垣島・八重山諸島の星空を石垣島天文
台のむりかぶし望遠鏡と連携して、地域の学校教
育、生涯教育に活用するとともに、観光客への広報
普及するレクチャールームを設置する。

星空学びの部屋の設計及び建築 星空学びの部屋の設計及び建築 ◎

2 ⑥ フラワーロード整備事業
H24～
H28

経年劣化したアクセス路の舗装及び街路樹の植栽改
良、植樹帯・植栽枡低木の熱帯花木の植栽改良。
訪れて良かったと感じ取れる観光地を目指して、沿
道にプランターを置き、市民が花の手入れや水やり
など意識啓発を図り、花いっぱいによる街づくりを展
開する。

花の苗木（プランター）設置　4,500個 花の苗木（プランター）設置　4,500個 ◎

2 ⑦
石垣空港跡地利用事業化
調査事業

H24

現空港跡地の利活用は将来の本市まちづくりに大き
なインパクトを与えるポテンシャルを持っている。その
ため、土地利用計画の立案・実行は本市発展の大き
な原動力となることから、当該地の約96%を所有する
国・県に対し、事業導入に向けて具体的な計画を提
示する。このことにより、現空港跡地周辺の発展を促
し、ひいては本市発展の原動力とし、住みよいまちを
目指す。

石垣空港跡地利用事業化調査の実施 石垣空港跡地利用事業化調査の実施 ◎

2 ⑧ 石垣市墓地基本計画事業
H24～
H26

観光地形成のまちづくりを進めるため、土地利用の
規制誘導がスムーズに進展するよう「石垣市墓地基
本計画」の策定を委託する。

墓地基本計画の策定 墓地基本計画の策定 ◎

2 ⑨
美ら島ファミリーサポート整
備事業

H24～
H28

少子高齢化時代にあって、出生率全国一位の沖縄
県の離島市である石垣市の、子育て支援の充実を図
るため、子育て中のお母さんが乳幼児を連れて気軽
に遊ばせることのできる遊具を設置する。

遊具施設を設置　２箇所 遊具施設を設置　１箇所 未

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

石垣市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

石垣市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

2 ⑩
石垣市土地保全・利活用計
画策定事業

H24

都市的土地利用と農業的土地利用を土地の保全と
利活用の視点から両者を有機的につなぎ、国土利用
計画を補完する指針を作成することによって、1次産
業の土台である農地や観光資源である景勝地などを
保全すると同時に、観光インフラや日常生活に資す
る土地の利活用を図る。このことによって、本市の均
衡ある発展を目指す。

土地保全・利活用計画の策定 土地保全・利活用計画の策定 ◎

2 ⑭ 美ら島モニュメント整備事業 H24

新石垣空港の開港によって国内はもとよりアジアから
の観光需要の増加が見込まれる。そうした状況から
石垣島の著名人や八重山らしさを題材にモニュメント
を設置。新たな観光資源の創出を図る

モニュメント設置　3箇所 モニュメント設置　3箇所 ◎

2 ⑮ バス停上屋整備事業
H24～
H26

新空港開港を控え、より快適な観光地としてのまちづ
くりの一環として、公共交通機関であるバスの利便性
の向上及び機能充実のためバス停上屋を整備する。

バス停上屋整備設置　５箇所 バス停上屋整備設置　６箇所 ◎

2 ⑯ まちなか親水広場整備事業
H24～
H25

現存する井戸を復元させ、まちなかの観光スポットと
しての利用や市民の憩いの場、また災害時における
水の再利用を目的に整備する。

井戸の復元整備箇所　３箇所 井戸の復元整備箇所　５箇所 ◎

2 ⑰
観光地・観光施設への集客
力強化事業

H24～
H25

外国人を含む観光客向けに無料の公衆Wi-Fi無線を
提供することにより、バーチャルまちづくりによる集客
と石垣ブランドの浸透を図る。スマートフォンを活用し
た観光・イベント情報等の発信を多言語で行うことに
より、国内外の観光客の利便性向上と、入域観光客
の増加に繋げる。

Wi-Fi無線の設置個所数　９か所
観光情報等の多言語化発信数　4か国語

Wi-Fi無線の設置個所数　９か所
観光情報等の多言語化発信数　4か国語 ◎

3 ①
青と緑の再生プロジェクト事
業

H24～
H28

沖縄県内で唯一、国指定名勝に選ばれている川平湾
の水質は年々悪化しており対策が求められている。
川平湾を保全し、同地域をモデル地区として観光地
にふさわしいエコタウンとしての展開を図るため、EV
船の導入補助を行い再生に向けた取組みを実施す
る。

EV船導入補助件数　１件 EV船導入補助件数　１件 ◎

3 ② サンゴ再生事業
H24～
H33

近年、大発生状態にあるオニヒトデの食害等で枯渇
化しているサンゴ礁の再生を図るべく、サンゴ再生事
業の委託事業を実施する。

サンゴ再生（移植）数　500個 サンゴ再生（移植）数　2,000個 ◎
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

石垣市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

3 ④ ダイビング船係留設置事業
H24～
H25

ダイビングポイントとして利用度の高い川平石崎沖の
マンタポイントにおいて、ダイビング船のアンカリング
によるサンゴ礁破壊を防ぐため、専用の係留施設を
設置する。

・係留施設設置個所数：20カ所 － －

3 ⑥ 石垣市エコアイランド事業
H24～
H29

・平成19年「石垣市自然環境保全条例」を制定したこ
とを受け、自然環境に関する構想を策定する必要が
あることから、循環型社会の構築、環境負荷への軽
減等、自然環境の再生に係る取組みを行う。具体的
には、エコアイランド構想を策定するため、「（仮称）石
垣市エコアイランド構想」の調査委託をする。
・市内既設の防犯灯のＬＥＤ化
・農村集落内の既設置防災灯電球をＬＥＤ化する。
街路灯を省エネ性能が高いLED化し、低炭素島嶼社
会の実現に向けた取り組みを推進し、市民の意識向
上を図り、エコアイランド構想を推進する。

エコアイランド構想の策定
防犯灯のLED化　259基
防災灯LED化実施個所数　87ヵ所
外路灯のＬＥＤ化　150灯

エコアイランド構想の策定
防犯灯のLED化　270基
防災灯LED化実施個所数　87ヵ所
外路灯のＬＥＤ化　150灯

◎

4 ②
就業支援マッチング事業・
人材育成事業

H24～
H26

各分野の既存ストックを活用した職業訓練を実施し
就業支援を強化するとともに、工芸産業の技術者を
育成する。

焼き物セミナーの開催　1回
八重山上布技術者講習会の開催　70回
特産品開発セミナーの開催　6回

焼き物セミナーの開催　1回
八重山上布技術者講習会の開催　59回
特産品開発セミナーの開催　5回

○

5 ④ 水産振興事業
H24～
H33

老朽化した八重山漁協の漁船燃料タンクの危険性を
除去するため、改修に係る費用を補助する。また、大
型定置網設置箇所に関する調査事業を実施するとと
もに、オニヒトデやサメ等の有害生物による漁場悪化
を保全する。

漁船燃料タンク改修補助
大型定置網調査の実施
オニヒトデ駆除数　　3,500匹

漁船燃料タンク改修補助
大型定置網調査の実施
オニヒトデ駆除数　　3,931匹

◎

7 ③ 防災体制整備事業
H24～
H33

災害発生時に迅速かつ適切な避難行動をするため
に、緊急情報や災害情報伝達手段の多様化、伝達
体制の整備拡充、指定避難所などへの誘導するため
の標識を整備する。防災計画に基づく防災拠点など
に防災備蓄倉庫を整備する。低地域における津波避
難施設整備基本計画を策定する。

防災無線拡声子局の整備数　12基
防災無線小型受信機の設置数　83個
避難所標識及び避難誘導標識の設置数
100本
防災備蓄倉庫の整備箇所　1ヵ所
津波避難施設整備基本計画の策定

防災無線拡声子局の整備数　12基
防災無線小型受信機の設置数　83個
避難所標識及び避難誘導標識の設置数
104本
防災備蓄倉庫の整備箇所　1ヵ所
津波避難施設整備基本計画の策定

◎

7 ⑤ 水難事故対応強化事業 H24
市民や観光客による水難事故の発生時のため石垣
島北西部・北部に在する消防出張所に必要資機材を
配備し、事故発生時の対応能力の向上につなげる。

①水難救助用資機材の整備
１）水上バイク　2台
２）牽引車両　2台
３）トレーラー　2台

①水難救助用資機材の整備
１）水上バイク　2台
２）牽引車両　2台
３）トレーラー　2台

◎

8 ①
災害に備えた学校環境整
備事業

H24
災害に備え、沿岸部に近接している小学校、幼稚園
の児童、園児及び職員へライフジャケットを配備す
る。

ライフジャケットの配備数
小学校：1,261枚
幼稚園：203枚
中学校：49枚

ライフジャケットの配備数
小学校：1,376枚
幼稚園：229枚
中学校：64枚

◎
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

石垣市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

9 ① 情報教育充実事業 H24

情報教育環境として、学校全体で無線LANを構築し
環境を整備する。各学校に電子黒板等を配備し、併
せてそれを活用する機器を導入しICT教育環境及び
情報教育への機会を充実させ、学力向上に努めるこ
とにより人材育成を図っていく。

①小・中学校LANの整備　学校数
1)小学校：16
2)中学校：5
3)併置校：4
②電子黒板の配備　255台

①小・中学校LANの整備　学校数
1)小学校：16校
2)併置校：4校
②電子黒板の配備　284台

○
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6 ① ガントリークレーン整備事業
H24～
H25

　輸出貨物の積み残しが生じていることから、港湾機
能強化を図るため、現在２基のガントリークレーンを１
基増設する。平成24年度は製作工事を着手する。

・那覇港のガントリークレーン整備に係る仕
様書作成、３号機製作工事着手

・那覇港のガントリークレーン整備に係る仕
様書作成、３号機製作工事完了 ◎

6 ②
那覇港物流ビジネスモデル
導入事業

H24
　那覇港を活用することによる新たな付加価値を生
み出すため、「那覇港物流ビジネスモデル」の提案及
び「社会実験」の実証をするための費用を補助する。

・那覇港における外貿航路の社会実験開始 ・那覇港における外貿航路の社会実験完了 ◎

6 ③ リーファー電源整備事業 H24
年々需要が増大しているリーファーコンテナをさらに
獲得するため、リーファー電源整備を４０口増設す
る。

・那覇港のリーファー電源整備に係る実施設
計、整備工事着手

・那覇港のリーファー電源整備に係る実施設
計、整備工事完了 ◎

6 ④
生活物資安定供給対策事
業

H24
　物流機能の強化を図るため、浦添ふ頭の岸壁背後
地に防風柵を設置し、船舶のシフトの円滑化を図る。

・那覇港浦添ふ頭における防風柵設置に係
る実施設計、設置工事着手

・那覇港浦添ふ頭における防風柵設置に係
る実施設計、設置工事完了 ◎

6 ⑤
観光客利便性向上施設整
備事業

H24～
H25

　観光旅客が安全で快適に移動できるなどの利便性
向上を実現するため、ボーディングブリッジを整備す
るための費用を補助する。

・那覇港のボーディングブリッジ整備に係る仕
様書作成

・那覇港のボーディングブリッジ整備に係る仕
様書作成、制作工事着手 ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

浦添市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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3 ① 陸上競技場改修事業 H24
　住民の健康づくりやトップアスリート等による利活用
を促進するため、名護市陸上競技場の改修整備によ
りスポーツ環境の強化を図る。

陸上競技場の走路及びインフィールドウレタ
ン補修の実施

陸上競技場の走路及びインフィールドウレタ
ン補修の実施

公認に必要な備品の購入

◎

4 ①
農産物６次産業化支援拠
点施設整備事業（アグリ
パーク）

H24～
H26

　名護市の農家所得の減少、就農者数の減少、農産
物全体の粗生産額の著しい低下等の課題解決を目
的に、６次産業化と観光とを融合したアグリパークを
整備する。

農産物６次産業化支援拠点施設の建設着手
農産物６次産業化支援拠点施設の各種工事
の着手、完了 ◎

4 ②
（仮称）名護市青果等市場
整備事業

H24

　地域農産物の販路の確保、地産地消の推進による
農家の所得の安定・向上及び地域農業の振興を目
的に、市外・県外への安定した農産物の供給体制を
確立するための青果等市場を整備する。

（仮称）名護市青果等市場の建設着手
（仮称）名護市青果等市場の整備に係る土質
調査、実施設計、外構工事、建築工事、機械
工事、電気工事の実施

◎

4 ③
羽地地域直売加工施設整
備事業

H24～
H25

　羽地地域に農産物、畜産物、水産物等の直売加工
施設を整備し、生産者の所得向上及び生産意欲向
上による担い手の確保や新規雇用効果により、同地
域の経済・産業の活性化を促進する。

羽地地域直売加工施設の実施設計の実施
羽地地域直売加工施設の建築実施設計、造
成設計、磁気探査の実施 ◎

5 ②
二見以北４小学校跡地等
利用事業

H24

　閉校となった二見以北４小学校を体験・交流施設等
として利活用するため、危険性の高い施設を除去し、
跡利用の推進に必要な環境整備を行うとともに、学
校跡地周辺の地域資源を活用した地元主体の観光
基盤整備及び地域づくりに必要な備品等を購入す
る。

危険施設の解体工事の着手 危険施設の解体工事の完了 ○

5 ④ 轟の滝周辺整備事業
H24～
H27

　貴重な文化財である轟の滝の豊かな自然環境を保
全・活用し、やすらぎと潤いある自然空間の実現に向
けた整備を行い、魅力ある観光スポットとして、まち
の活性化、観光振興に繋げる。

・轟の滝周辺整備の実施設計の実施
・用地測量
・事業認定申請

・轟の滝周辺整備の実施設計、不動産鑑定、
休養施設設計の実施 △

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

名護市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

名護市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

5 ⑥ 名護さくらのまち推進事業
H24～
H25

　名護さくら祭り会場となる名護城（ナングスク）及び
その近隣の緑道並びに観光資源となっている勝山
（安和岳、嘉津宇岳、八重岳）へのアクセス道路に桜
を植樹し、桜であふれる景観づくりを行い観光資源と
して活用する。

・桜の植栽整備地区：３地区
・名護城跡地周辺の桜400本の健康度調査

・桜の植栽整備地区：３地区
・名護城跡地周辺の桜402本の健康度調査 ◎

5 ⑦
２１世紀の森公園等機能強
化事業

H24

　多くの市民・観光客が利用する２１世紀の森公園施
設の機能強化による利便性・安全性の向上を図ると
ともに公園の美化・緑化を推進し、本市の観光振興を
図る。

・コイン式シャワーユニット設置
・ハブクラゲ防止ネット設置
・乗用草刈り機購入
・高所作業車両購入
・特殊車両（ユニック車）購入

・コイン式シャワーユニット設置
・ハブクラゲ防止ネット設置

・乗用草刈り機購入
・高所作業車両購入

・特殊車両（ユニック車）購入

◎

7 ① 喜瀬交流プラザ整備事業 H24

　喜瀬地区においては、スポーツや豊年祭をはじめと
する伝統文化・芸能などの地域活動を通じて観光客
との交流・体験活動を計画しており、本事業によりこ
れら交流拠点の整備を行う。

喜瀬交流プラザの建設着手 － 繰

7 ②
地域力発信交流拠点施設
整備事業（大北）

H24

　近年盛んな沖縄観光の目玉である「芸能」や「食」
の発信・交流の拠点になるとともに、エイサー等の練
習や特産品開発など、地域の産業・文化・生活を活
性化・再生する拠点となる施設を整備する。

地域力発信交流拠点施設（大北）の建設着
手

－ 繰

8
名護市自転車まちづくり推
進事業

H24～
H27

　温室効果ガスの排出削減による低炭素社会の構築
を目指し、良好な「環境」の創出に寄与する「自転車
まちづくり」を推進するため、自転車のモデルレーン
（自転車指導レーン）整備を実施する。

自転車レーンの整備：1,120ｍ 自転車レーンの整備：1,120ｍ ◎
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1 ① 具志川城跡整備事業
H24～
H26

　国指定史跡具志川城跡を展示・解説する教養等施
設を建設し、観光客の誘客などを推進する。当該年
度は施設建設に向けた用地測量及び用地購入(400
平方メートル）を実施する。

・ガイダンス等施設用地の購入（400㎡） ・ガイダンス等施設用地の購入（0㎡） 未

1 ③
海のふるさと公園機能強化
事業

H24～
H25

　海のふるさと公園を漁業と海洋性レクリエーション
の拠点とし、機能の強化をはかり体験学習の場とし
ての活用をはかる。

・公園施設機能強化実施箇所４箇所 ・公園施設機能強化実施箇所４箇所 ◎

1 ④
ハーリー・ハーレー船造船
事業

H24

　市内の漁村地域では、爬竜船競漕が盛んでとりわ
け糸満ハーレーは沖縄の夏を告げる行事として、さら
に沖縄独特の旧暦文化を体感できる観光資源として
名高い。漁村の地域行事を一層魅力ある観光資源と
するため、木製のサバニを整備する。

・ハーレー等舟の充足率100% ・ハーレー等舟の充足率100% ◎

2 ②
太陽光エネルギー利用設
備合理化事業

H24
　糸満市庁舎の太陽光発電設備の合理化により効率
化をはかるとともに施設内容を解説する説明板を整
備する。

・市庁舎への高効率太陽光パネルの設置
・市庁舎への説明板の設置 － －

2 ③ 省エネ設備化推進事業 H24
　本市の先進的な環境への取組を更に推進すべく、
庁舎の照明及び市管理防犯灯をＬＥＤ化し省エネ化
を推進する。

・市庁舎へのLED照明の設置�（72.6%）
・ＬＥＤ防犯灯のＬＥＤ設置（213基）

・市庁舎へのLED照明の設置�（72.6%）
・ＬＥＤ防犯灯のＬＥＤ設置（213基） ◎

3 ①
運動公園・体育施設機能強
化事業

H24～
H26

西崎運動公園・体育館等の機能を強化しアマチュア
スポーツのメッカにし、市民スポーツと地域の振興を
はかる。

・運動公園等の機能強化工事の実施 ・運動公園等の機能強化工事の実施 ◎

3 ③
地域スポーツ施設の拡充
事業

H24～
H26

西崎に大規模スポーツ施設が存在するが、事業のす
べてを同施設内で完結することは難しい。多くの選手
団を受け入れ円滑な大会運営を確保するため、地域
に散在するスポーツ施設を年次的に改善する。

・地域スポーツ施設機能強化工事の実施 ・地域スポーツ施設機能強化工事の実施 ◎

4 ②
海洋レジャー客等安心確保
事業

H24

サーフィン大会が開催されるなど既存施設以外の海
上利用があり、不測の事態への対応範囲が拡大して
いる。�
海洋レジャーの救助活動等不測の事態に対応し、観
光客等の安心を担保する環境整備に取り組む。

・ジェットボートの配置　1艇�
・スロープ設置工事の実施１箇所

・ジェットボートの配置　1艇�
・スロープ設置工事の実施１箇所 ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

糸満市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

糸満市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

5 ③ 平和の光イベント推進事業
H24～
H28

糸満市は、年末年始にかけて平和の光事業（ピース
フルイルミネーション）を実施しているが今年度は関
連事業として平和の柱事業を加えてより強く恒久平
和の発信を行う。

・平和の光イベント来場者数79, 000人 ・平和の光イベント来場者数76, 184人 ○

5 ⑥ 伝統行事観光化事業
H24～
H26

大綱引やハーレー行事等の誘客に力を入れる場合、
観客に配慮した取り組みが求められる。組み立て式
の観覧席等を年次的に整備し、受け入れ態勢を向上
させる。

・体験ツアー参加者数90人 ・体験ツアー参加者数24人 未

6 ①
糸満市水産業振興センター
設置事業

H24～
H28

新たな水産技術の習得と応用により、養殖・水産加
工業等の新たな水産業の確立を目ざす施設として整
備する。

・水産振興センター用地購入 ・水産振興センター用地購入 ◎

11 ④ 公立保育所環境整備事業 H24

　園庭に開閉式遮光ネットを張り、安心して戸外遊び
ができる保育環境を整備する。併せて保育所建物の
断熱塗装工事等に取り組み子どもたちの健やかな成
長を支える。

・紫外線・冷房対策実施保育所利用児童数：
31人

・紫外線・冷房対策実施保育所利用児童数：
32人 ◎
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1 ① 観光基盤整備事業
H24～
H27

　魅力ある観光資源の情報発信および観光客等の利
便性の向上を図ることを目的とし、終日気軽に本市
の観光情報等が入手できるよう、タッチパネル式のデ
ジタル観光インフォメーションの設置に対する支援や
観光案内ポータルサイトの作成およびＡＲ基盤アプリ
ケーションなどを整備する。

①主要イベント来場者数６４１．９千人
②主要施設来場者数：２２３５．５千人

①主要イベント来場者数６３６．７千人
②主要施設来場者数：２２２１．８千人 ○

1 ⑧ エイサー文化発信事業
H24～
H27

　エイサーを活用した観光振興や地域活性化を図る
ため、エイサーの拠点となる（仮称）青年エイサー会
館の整備に向けた取り組みを推進するとともに、エイ
サー関連資源のブランド化の支援を行う。また、「沖
縄全島エイサーまつり」におけるシャトルバスの運行
やエイサーの担い手の育成、エイサーによる文化交
流活動への支援などを行う。

①沖縄全島エイサーまつり来場者数：３１０千
人
②エイサーナイト来場者数：１０千人

①沖縄全島エイサーまつり来場者数：３１０千
人
②エイサーナイト来場者数：９千人

○

1 ⑫
文化財等公開デジタル化事
業

H24～
H25

　市民および観光客など利用者の利便性向上による
誘客を図るため、市が所有している文化価値の高い
収蔵品や映像資料、民話データ等のデータ公開シス
テムを構築する。

博物館資料のデジタルデータ化作業完了
博物館資料のデジタルデータ化作業８割完

了 ○

1 ⑭
戦後文化資料等展示事業
（デジタル化）

H24～
H27

沖縄市戦後文化資料展示室「ヒストリート」のさらなる
誘客の拡大を図るため、本市関係戦後新聞記事資
料のデジタル化を行う。

新聞記事デジタル化作業進捗状況：６０％ 新聞記事デジタル化作業進捗状況：１００％ ◎

2 ① スポーツ推進整備事業
H24～
H28

　多くの市民そしてスポーツ合宿団体が利用する沖
縄市総合運動場について、施設とスポーツ備品を整
備し、より利用しやすい体育施設・スポーツ合宿地と
して強化し、利用者の競技力向上や健康増進はもと
よりスポーツ合宿の増大による観光振興を図る。
平成24年度繰越事業としては、プロサッカーチームの
活動支援（練習会場の提供）やスポーツ合宿誘致を
主な目的としたサッカー場人工芝敷設工事等を予定
していた。しかし、サッカー場予定地（米軍基地返還
跡地）から米軍基地由来の遺棄物が発見され、その
付着物からダイオキシン類を含む毒性物質が確認さ
れたことなどから、繰越後、工事途中で事業完了と
なった。

①サッカー人工芝化の実施設計
②備品整備：２件

①サッカー人工芝化の実施設計
②備品整備：３件 ◎

2 ② コザ運動公園整備事業
H24～
H25

　スポーツ環境を活かした観光を推進するため、ス
ポーツコンベンションの拠点であるコザ運動公園の車
両出入り口の改良に関する調査検討を行う。

コザ運動公園の車両出入り口改良工事に関
する実施設計の実施

－ －

沖縄市

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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沖縄市

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

3 ① 道路緑化推進事業
H24～
H33

　観光周辺道路のにぎわいを演出するため、四季お
りおりの草花を植栽する。

道路緑化箇所：４カ所 道路緑化箇所：１カ所 未

3 ② 道路景観形成推進事業
H24～
H33

　観光地周辺の道路の快適性の向上や安全性の確
保のため、道路植栽の整備計画をはじめ、道路空間
活用計画や道路鋲の整備計画の検討、道路照明設
置やデザインの検討などを行う。

①市道沿線環境美化業務：１０路線
②照明灯LED化調査業務：２０路線
③照明灯デザイン制作業務実施：完了

①市道沿線環境美化業務：１０路線
②照明灯LED化調査業務：２０路線
③照明灯デザイン制作業務実施：完了

◎

4 ②
沖縄こどもの国施設整備事
業

H24～
H32

　次世代を担うこどもたちの科学への興味や豊かな
感性を育てるため、ワンダーミュージアム展示品等整
備およびロボット展を開催するとともに、琉球弧の動
物展示施設整備を行う。

・沖縄こどもの国公園・琉球弧動物展示施設
の実施設計および第１期工事の実施

・沖縄こどもの国公園・琉球弧動物展示施設
の実施設計および第１期工事の実施 ◎

4 ③ こどものまち推進事業
H24～
H28

こどもたちが夢に向かって元気にたくましく育つ環境
をつくるため、こどものまち推進アクションプログラム
の策定の実施。こども学講座、えほんの国の開設な
どを行った。アクションプログラムの策定にあたり、有
識者や各種団体の代表者による策定会議を開催。こ
ども学講座においては、こどものまち講演会を実施す
る等えほんの充実を図った。

沖縄こどもの国来場者数：３８５，０００人 沖縄こどもの国来場者数：３９２，３４９人 ◎

6 ① こどもいきいき安心事業
H24～
H28

　こどもの割合が高い沖縄市において、こどもたちが
安心して過ごすことができる場の確保・充実のため、
放課後児童支援センターの設置、児童館の整備計画
に伴うニーズ調査等を行う。具体的には、放課後や
学校休業日における児童の居場所（地域独自の取り
組みや放課後児童クラブ等）を把握し、地域との連携
をはじめ、放課後児童クラブの資質向上や児童館整
備など、こども達が安心して過ごすことのできる場の
確保・充実を推進していく。

放課後児童支援センターの設置 放課後児童支援センターの設置 ◎

7 ②
ITワークプラザスタジオ設
備改修事業

H24
　情報通信関連施設の利用環境を向上し、コンテン
ツ産業等における雇用の創出を図るため、モーション
キャプチャーシステムを改修する。

モーションキャプチャーカメラ設置台数：３２台 モーションキャプチャーカメラ設置台数：３２台 ◎

7 ④
中城湾港新港地区物流促
進支援事業

H24～
H27

　港湾機能の充実により地元中小企業の振興と雇用
創出を図るため、中城湾港新港地区においてコンテ
ナ等の整備に対する支援や物流運送にかかる支援
の実施および物流促進に関する調査・検討を行う。

中城湾港における実証実験船貨物量：４５０ｔ 中城湾港における実証実験船貨物量：４４２ｔ ○
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沖縄市

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

7 ⑤ 雇用基盤等環境整備事業 H24

　企業誘致の促進および雇用の創出を図るため、都
市基盤が脆弱な状況にある準工業地域等において、
整備計画や実現方策並びに誘致企業の検討など、
雇用および経済効果の可能性を調査する。

産業・雇用基盤に係る目指す将来像につい
て基本構想（案）、基本方向（案）の策定

産業・雇用基盤に係る目指す将来像につい
て基本構想（案）、基本方向（案）の策定 ◎

7 ⑥
沖縄市振興計画検討調査
事業

H24
　企業誘致の促進および雇用の創出を図るため、本
市の持つ地域資源や可能性及び優位性等の調査・
検討を行う。

沖縄市振興計画策定に向けた調査・検討の
実施

沖縄市振興計画策定に向けた調査・検討の
実施 ◎

8 ② 工芸による街づくり事業
H24～
H27

　工芸品の販路拡大をはじめ、工芸従事者の生産意
欲の高揚および工芸に対する市民の意識啓発など、
工芸産業の振興を図るため、沖縄市工芸フェアの開
催等を支援するとともに、工芸産業の全般的な振興
に寄与することを目的として、（仮称）沖縄市伝統工
芸館の整備に向けた取組みを実施する。

①沖縄市工芸フェア売上額：１，５００万円
②伝統工芸館基本構想の策定の検討

①沖縄市工芸フェア売上額：１，３００万円
②伝統工芸館基本構想の策定 ○

8 ③ 地域ブランド推進事業
H24～
H27

　魅力ある沖縄市ブランドの確立によるものづくり産
業を振興するため、市内の優れた地域資源（二次加
工品等）を沖縄市ブランドとして認定する沖縄市地域
ブランドとして認定する沖縄市地域ブランド認定制度
等を実施し、沖縄市ブランドの広報活動等を行うとと
もに、新商品の開発または販路開拓等に対し支援す
る。

①コザスター商品認定数：６商品
②コザチョイス商品選定数：６０商品

①コザスター商品認定数：６商品
②コザチョイス商品選定数：６５商品 ◎

10 ①
コミュニティーパーク整備事
業

H24～
H27

市民の健康づくりや地域コミュニティ等を促進するた
め、地域住民と協働による公園の基本計画を策定す
る。

若夏公園の基本計画策定 若夏公園の基本計画策定 ◎

11 ① 地域防災対策強化事業
H24～
H33

災害時に備えるため、デジタル防災行政無線親局の
整備に向け取り組むとともに、災害用備蓄倉庫（備蓄
品を含む）の整備、防災情報マップ（観光情報も掲
載）の作成、避難場所標識の設置等を行う。

①デジタル防災行政無線親局実施設計
②災害用備蓄倉庫（備蓄品含む）の整備
：２カ所（３棟）
③防災情報マップ（観光情報も掲載）作成
：６万部
④避難場所標識設置：１０カ所

①デジタル防災行政無線親局実施設計
②災害用備蓄倉庫（備蓄品含む）の整備
：２カ所（３棟）
③防災情報マップ（観光情報も掲載）作成
：６万部
④避難場所標識設置：１０カ所

◎

11 ②
災害時緊急避難通路整備
事業

H24～
H33

津波など自然災害に対する防災力の向上のため、東
部地域における里道を活用した緊急避難通路の整
備を実施する。

災害時緊急避難通路整備計画策定
：４地域、10カ所

災害時緊急避難通路整備計画策定
：４地域、10カ所 ◎
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沖縄市

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

11 ③
沖縄市防災研修センター改
修事業

H24～
H25

　防災に関する知識及び技術の向上、ならびに防災
意識の高揚を図るため、また、海抜の低い地域にお
ける津波に関する防災研修が行えるよう、沖縄市防
災研修センターを改修に向けて取り組む。

防災研修センターの基本設計の実施
防災研修備品等の購入

防災研修センターの基本設計の実施
防災研修備品（防災教育DVD）等の購入 ◎

11 ④ 学校安全対策強化事業
H24～
H28

　こどもたちの安全への意識を高めるために、土地の
標高や避難場所、危険箇所等の情報を盛り込んだハ
ザードマップが記載された下敷きを作成し、幼稚園・
小中学校に配布する。また、地理情報を拡大パネル
にし、学校の見やすい場所に掲示する。

①園児、児童、生徒への防災意識啓発用の
下敷きの配布：１６，７００枚
②学校掲示用安全マップ設置数
・全幼稚園（１６園）
・小学校（１６校）
・中学校（８校）

①園児、児童、生徒への防災意識啓発用の
下敷きの配布：１７，０００枚
②学校掲示用安全マップ設置数
・全幼稚園（１６園）
・小学校（１６校）
・中学校（８校）

◎

12 ②
里道および水路の境界確
定復元事業

H24～
H33

　戦後の米軍統治下の影響による不明確な里道およ
び水路の位置を確定するため、境界の確定測量及び
復元作業を行う。

①境界が不明確な理路の境界確定測量の
実施
：１００カ所
②境界が不明確な水路の境界確定測量の
実施

①境界が不明確な理路の境界確定測量の
実施
：９０カ所
②境界が不明確な水路の境界確定測量の
実施

○
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1 ① 瀬長島観光拠点整備事業
H24～
H27

瀬長島は、本市発祥の地であり、歴史のある風光明
媚な島であることから、多くの県民に親しまれている。
組踊り｢手水の縁｣の舞台の島でもあり、歴史的な物
語が残る文化資源も豊富な島でもある。
　また、那覇空港からも近く観光のシンボル拠点とし
て格好の立地であることを活かし、民間企業において
整備を進めている温泉宿泊施設と島の持つ自然環
境や歴史文化と調和を図りながら、沖縄県の玄関口
である那覇空港に近接した立地条件を活かした観光
地としてふさわしい整備計画を策定する。

瀬長島観光拠点整備計画の策定、国有地取
得、施設の実施設計・整備

瀬長島観光拠点整備計画の策定、国有地取
得、施設の実施設計の完了 ○

1 ⑤
体験事業受入施設及び産
業振興施設整備事業

H24

体験事業受入施設及び産業振興施設を設置し、市
内事業所が実施する体験事業を本施設に集積する
ことにより、観光客や修学旅行の受入拠点とするとと
もに観光・産業振興を図る。

体験事業受入施設及び産業振興施設の整
備

体験事業受入施設及び産業振興施設の整
備 ◎

1 ⑥ バス停上屋整備事業 H24

豊見城市字豊崎地区など豊見城市内一周線の路線
上に豊見城市らしい装飾を付したバス停上屋を設置
し、亜熱帯特有の日差しや紫外線などを防ぎ、心地
よく公共交通を利用していただくとともに観光地にふ
さわしい景観を形成するために整備を行う。

バス停上屋整備数(8基) バス停上屋整備数(7基) ○

1 ⑧ 観光案内サイン整備事業 H24

市内に点在する観光施設や名所等、拠点間を有機
的に結びつけるため、外国人観光客を含むすべての
方々にわかりやすい案内サインを整備し、観光地とし
ての利便性を高める。

案内サイン設置　６箇所 案内サイン設置　６箇所 ◎

2 ②
防災情報通信設備整備事
業

H24
市庁舎と市内沿岸部地域とを無線システムで結び、
屋外拡声装置を取り付けた防災無線子局を当該地
域に設置して防災無線システムを構築する。

防災無線の自治会カバー数(47自治会) 防災無線の自治会カバー数(47自治会) ◎

2 ④ 水難救助車整備事業 H24

各種水難救助用の資機材とクレーンや救助ボート等
を装備するとともに、車内でウエットスーツに着替える
スペースを確保することで、出動指令で潜水士免許
既得車者や水難救助訓練を積んだ隊員が迅速に出
動できる体制を整備する。

水難救助車等整備(1台) 水難救助車等整備(1台) ◎

2 ⑤ 海抜表示板設置事業 H24

地域住民を含めた市内滞在者、とりわけ地理に不案
内の観光客が、津波発生時に現在位置に関する情
報を容易に確認し、迅速に非難・安全確保できるよ
う、海抜5メートル以下の地域を中心に電柱等に海抜
表示看板を設置する。

沿岸部及び指定避難所、自治会公民館への
海抜表示案内板設置（383箇所）

沿岸部及び指定避難所、自治会公民館への
海抜表示案内板設置（383箇所） ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

豊見城市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

豊見城市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

4 ②
認可外保育園環境整備事
業

H24～
H25

子育て世代の人口増に伴い、待機児童数の増加が
課題になっていることから、待機児童解消の一躍を
担っている認可外保育園の施設整備（修繕等）を図
ることで、児童の保育環境向上に寄与する。

認可外保育園環境整備実施園(12園) 認可外保育園環境整備実施園(7園) 未

5 ⑤ 幼小中学校長寿命化事業
H24～
H29

沖縄特有の潮風による塩害や紫外線、度重なる台風
の影響により劣化した校舎屋根や壁面等を改修する
ことにより、安全・安心を確保し校舎の断熱など機能
を向上させるとともに長寿命化を図り、学習環境の向
上を図る。

長寿命化等の安全対策を実施した校舎数
幼稚園　：　3校
小学校　：　１校

長寿命化等の安全対策を実施した校舎数
幼稚園　：　3校
小学校　：　１校

◎

6 ②
豊見城市内文化財説明板
設置事業

H24～
H27

本市に存する文化財を始めとする歴史資源の説明板
を設置し、それらに対する地域住民等の理解・関心を
深め、保全・継承を促すとともに、新たな文化、観光
資源として活用を目指す。

市内文化財説明板設置件数(5基) 市内文化財説明板設置件数(5基) ◎

6 ④ 文化交流拠点整備事業 H24

 伝統文化・芸能イベント等においてデジタル化等、新
たな技術による高度で効果的な演出ができる拠点施
設として照明設備等を更新し、文化活動を支援すると
ともに、文化交流活動の促進を促す。

拠点施設（中央公民館大ホール）における照
明及び音響設備の整備

拠点施設（中央公民館大ホール）における照
明及び音響設備の整備 ◎
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1 ②
沖縄IT津梁パーク周辺環境
整備事業

H24
沖縄IT津梁パーク周辺における安心安全な企業立地
環境を創出するため、州崎幹線5号に道路照明等の
防犯灯を整備する。

沖縄ＩＴ津梁パーク周辺市道における道路照
明等設置数　11基

沖縄ＩＴ津梁パーク周辺市道における道路照
明等設置数　6基 未

3 ⑤
金武湾～海中道路におけ
る海洋性リゾート空間形成
事業

H24～
H26

地域資源を再確認し、金武湾から海中道路にかけた
地域を魅力ある観光地としての形成できるようリゾー
ト空間形成に向けたニーズ及び可能性調査等を実施
する。

ニーズ調査及び可能性調査等の実施

シンポジウム1回
105名
調査報告書50部
概要版200部

◎

3 ⑥
うまんちゅ健康文化交流広
場整備事業

H24

市民の健康づくりを推進することによって健康長寿地
域としてのイメージ発信に繋げるとともに、地域にお
ける伝統芸能・文化の継承活動と交流・体験の場とし
て、交流広場の整備を実施する。

うまんちゅ健康文化交流広場整備に係る実
施設計等の実施

うまんちゅ健康文化交流広場整備に係る実
施設計等の実施 ◎

3 ⑧
海中道路ライトアップ観光
景観形成事業

H24～
H25

知名度と評価の高い海中道路の大橋をライトアップ
することによって、当市における観光の付加価値向
上と満足度を高め、観光誘客の促進と観光消費額の
拡大を図る。

海中道路ライトアップに係る基本計画の策定
及び基本設計・実施設計の実施
ライトアップの設備設置工事

海中道路ライトアップに係る基本計画及び基
本設計・実施設計策定
ライトアップの設備設置工事（H26年度事業
にて実施予定）

○

3 ⑨
石川イベント公園機能強化
調査事業

H24

観光誘客を促進するため、石川イベント公園（通称
「石川ドーム」）において、多彩な伝統芸能・文化をは
じめ、うるま市ならではの地域資源等を生かした観光
イベントを開催するためのビジョンや方策と、施設の
活用方法や機能強化のあり方を調査検討するととも
に、施設機能を最大限に発揮するための観光イベン
ト（ソフト面）のニーズや開発を合わせて調査検討を
実施する。

石川ドームの施設機能強化に向けた調査事
業の実施

石川ドームの施設機能強化に向けた調査事
業の実施 ◎

4 ①
勝連城跡周辺文化観光拠
点整備事業

H24～
H31

世界遺産として登録されている勝連城跡は、毎年多く
の観光客が来場するものの、周辺施設の整備が不
十分であることから観光消費及び地域活性化につな
がっていない状況にある。
　そこで、勝連城跡の世界遺産としての価値を保全し
つつ、文化を軸とした観光振興を図るため、体験・交
流を含めた複合的な文化観光拠点の整備を実施す
る。

文化観光拠点整備に向けた基本計画の策定 文化観光拠点整備に向けた基本計画の策定 ◎

4 ②
生涯学習・文化振興拠点整
備事業

H24～
H26

当市には、エイサーをはじめ、闘牛、ウスデーク、獅
子舞、豊年祭など多種多様な伝統文化・行事が残さ
れている。それらは、「うるま市ならでは」の地域資源
であり、文化振興及び生涯学習を振興するための拠
点施設を整備し、世界遺産勝連城跡を中心に、文化
の薫るまちづくりを推進する。

生涯学習・文化振興拠点施設の整備に向け
た実施設計及び用地買収等の実施

実施設計の完了
用地買収等の完了 ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

うるま市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

うるま市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

4 ③
市内文化財総合整備調査
活用事業

H24～
H27

内に所在する貴重な歴史資産を再評価するととも
に、それらを最大限活用して、文化の薫る高いまちづ
くりを推進することを目的に、市内の歴史資産の環境
整備と総合的な調査を実施する。
平成24年度は、世界遺産である「勝連城跡」の石垣
悉皆調査を実施した。また、国指定史跡「仲原遺跡」
の竪穴住居復元、安慶名城跡・伊波城跡・嘉手苅観
音堂・ヤンガーの樹木伐採等の環境整備工事を実施
した。

勝連城跡の石垣悉皆調査・基本計画の策定
市内文化財の環境整備工事の実施

勝連城跡の石垣悉皆調査の実施（基本計画
の策定未実施）
市内文化財の環境整備工事の実施

△

4 ⑥ 文化施設機能強化事業
H24～
H28

当市の多様な伝統芸能・文化を発信し、優れた芸術
文化鑑賞の機会を提供するとともに、「うるま市ならで
はの文化観光商品」を展開し、本市の文化観光振興
を展開するため、うるま市民芸術劇場、きむたかホー
ル、石川会館の設備を整備する。

市民芸術劇場の調光卓更新工事に係る設計
及び工事
石川会館及びきむかたﾎｰﾙの舞台機構更新
工事

市民芸術劇場の調光卓更新工事に係る設計
及び工事の完了
石川会館及びきむかたﾎｰﾙの舞台機構更新
工事の完了

◎

4 ⑦ 文化施設環境整備事業 H24
地域芸術文化の振興を図るため、うるま市民芸術劇
場の機能強化を図る。

市民芸術劇場外壁リニューアルに向けた設
計及び工事

市民芸術劇場外壁リニューアルに向けた設
計及び工事の完了 ◎

4 ⑧ 南風原文書整理翻刻事業
H24～
H28

当市の文化振興、人材育成を図るため、「南風原文
書」の整理、修復、デジタル化、複製本を作成すると
ともに翻刻を行い、生涯学習や学校教育の郷土学習
教材として提供する。

南風原文書の修復保全件数(約800枚)
所蔵収蔵物のデジタル化

南風原文書の修復保全件数(3,000枚)
所蔵収蔵物のデジタル化の完了 ◎

4 ⑩ 景観調査活用事業
H24～
H28

勝連城跡及びその周辺の自然・民俗文化財、具志川
及び照間のい草水田、海中道路とその周辺の干潟に
依存する生業・伝統行事・生物等を記録・保存し、郷
土教育や観光案内に利活用できる資料を発刊・提供
することにより、教育及び観光の振興を図る。

勝連城跡周辺小動物目録等
所蔵収蔵物のデジタル化
文化的景観に関する講演会
い草のリーフレット発行

勝連城跡周辺小動物目録等(１件)
所蔵収蔵物のデジタル化(8,000点)
文化的景観に関する講演会
い草のリーフレット発行

◎

4 ⑬ 文化財標柱等設置事業
H24～
H27

市内の文化財・旧跡等に標柱等を設置し、市民・観
光客が広く活用しやすい環境を作る。

標柱等設置工事に向けた設計業務の実施
設置工事(累計93件)

標柱等設置工事に向けた設計業務の完了
設置工事(累計93件) ◎

4 ⑭
蔡大鼎「伊計村遊草」
サイタイテイ　「イケイムラユウソウ」

等調

査研究事業

H24～
H27

「伊計村遊草（ｲｹｲﾑﾗﾕｳｿｳ）」と著者である蔡大鼎（ｻ
ｲﾀｲﾃｲ）に関する調査・研究を進め、難解な漢文体の
歴史史料を現代の教育文化に活用できるようカラー
復刻版や翻刻解説本などを刊行することによって、伝
統文化の保全・継承を図る。

「伊計村遊草」等原本史料展示会
来場者数(600人)

「伊計村遊草」等原本史料展示会
来場者数(813人) ◎
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

うるま市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

5 ②
伊計海岸周辺環境整備事
業

H24

伊計海岸西側付近の砂浜は、当市の貴重な観光財
産であるが、台風等の高波による砂浜の侵食が進行
しており、砂浜と背後地の保全措置及び、観光地とし
ての景観を保全するため、自然石被覆護岸を整備す
る。

自然石被覆護岸工事の実施
（高さ3.0m　延長70.0m）

自然石被覆護岸工事の実施
（高さ3.0m　延長50m） ○

5 ④
石川イベント公園駐車場整
備事業

H24

石川イベント公園（通称：石川ドーム）は、沖縄自動車
道の石川ＩＣ周辺に立地し、恩納村を中心とする本島
西海岸リゾート地域から、アクセスの利便性が高く、
多くの来場者があるが、駐車場が不足しており、安全
な観光イベント運営に支障を来している。更なる観光
誘客と施設の利便性向上を図るため、沖縄自動車道
高架下を活用した駐車場を整備する。

駐車場整備に係る設計業務及び工事
駐車場整備台数　750台

－ －

6 ② 津堅・島おこし支援事業
H24～
H26

津堅島において、安心して暮らせる島づくりを推進す
るために、ワークショップを開催し、地域資源を活用し
た島民主体の地域おこしに繋げていく仕掛けづくりと
サポートを実施する。

津堅島現地調査回数(2回)
住民等の参画によるワークショップ等の開催
回数
(4回)

津堅島現地調査回数(2回)
住民等の参画によるワークショップ等の
開催回数(6回)

◎

7 ①
石川野球場及び周辺環境
整備事業

H24

韓国プロ野球ＬＧツインズのメインキャンプ場である
石川野球場は、両翼が９２ｍとプロ野球の試合をする
には狭く、オープン戦等も開催できない状況であるた
め、両翼の拡張工事、外野芝生の張替、スタンドの改
修などを実施する。

同球場の機能強化に向けた設計及び工事の
実施
野球場乗用整地機１台及び乗用草刈機1台
の購入

同球場の機能強化に向けた設計及び工事の
完了
野球場乗用整地機１台及び乗用草刈機1台
の購入

◎

7 ②
具志川野球場及び周辺環
境整備事業

H24

韓国プロ野球ＳＫワイバンズのメインキャンプ場であ
る具志川野球場は、オープン戦や交流戦等の開催条
件が整備されていない状況であるため、防球ネットや
内外野をメンテナンスする機械整備などを実施する。

同球場の機能強化に向けた設計及び工事の
実施
野球場乗用整地機１台及び乗用草刈機1台
の購入

同球場の機能強化に向けた設計及び工事の
完了
野球場乗用整地機１台及び乗用草刈機1台
の購入

◎

8 ①
桃原地区小型漁船用通路
機能強化事業

H24

当市の宮城島と平安座島に挟まれた通路（水路）は、
照間・浜・比嘉・桃原・池味の各漁港、伊計・平安座南
港から良好な漁場である金武湾での操業に向かうた
めに活用されているが、干潮時には水深が浅くなり
小型漁船による海上事故が発生するなど、安全な漁
業活動に支障を生じている状況であるため、当該通
路を一部浚渫し機能強化を図る。

小型漁船用通路整備に係る設計及び工事の
実施
(通路浚渫：8,000㎥)
(通路の整備延長：600ｍ)

小型漁船用通路整備に係る設計及び工事の
実施
(通路浚渫：10,000㎥)
(通路の整備延長：500ｍ)

○

8 ③
水産業拠点施設機能強化
事業

H24
石川漁協具志川支所において、当市が所有する水産
物鮮度保持施設（製氷施設）の機能強化を実施し、
水産業の振興に努める。

製氷及び貯氷機器設備（一式）整備に係る設
計及び工事

製氷及び貯氷機器設備（一式）整備に係る設
計及び工事の完了 ◎

28



 

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

うるま市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

8 ④
グァバ産地拠点機能強化
事業

H24

グァバの葉は茶葉として加工され、「グァバ茶」として
愛飲されている。当市はグァバが特用作物として唯
一拠点産地として認定を受けており、拠点産地として
の生産強化を図るため、茶葉生産に係る機械設備の
機能強化を実施する。

洗浄機、大型乾燥機、粉砕機、包装機の導
入を支援(各1台購入)

洗浄機、大型乾燥機、粉砕機、包装機の導
入を支援(各1台導入) ◎

8 ⑤
い草産地拠点機能強化事
業

H24

当市照間地区は沖縄県唯一のい草生産地であり、
「照間のい草」はブランドとして広く認知され、希少価
値が高く、その品質が評価されている。その一方、高
齢化による生産農家の減少や後継者不足等が課題
となっており、安定した生産体制を確保するため、加
工機械設備の整備にかかる経費を補助する。

ハーベスター、乾燥機、織機の導入を支援
(ハーベスター６台、乾燥機４台、織機２台の
導入)

ハーベスター、乾燥機、織機の導入を支援
(ハーベスター６台、乾燥機４台、織機２台の
導入)

◎

9 ②
沖縄アミークス周辺環境整
備事業

H24

大学院大学関連事業の一環として、教職員や学生等
の子弟が通学する沖縄アミークスインターナショナル
が平成23年4月に開学した。通学路となっている市道
の一部を改良し、安心・安全な通学・通勤環境の確保
を図る。

実施設計及び分筆測量
道路の一部改良工事(整備延長110m)
歩道の設置工事(整備延長290m)

実施設計及び分筆測量
道路の一部改良工事(整備延長110m)
歩道の設置工事(整備延長290m)

◎

12 ①
児童館建設事業（実施設計
業務等）

H24～
H25

地域の中で安心して子どもを生み育てることができる
環境づくりを目指すために、児童館未整備地区にお
いて教育活動施設整備のための実施設計等の業務
を実施する。

児童館整備に係る実施設計及び外構設計等
の実施

児童館整備に係る実施設計及び造成設計
（外構設計）の実施 ◎

15 ①
緊急情報伝達施設機能強
化整備事業（中城湾港新港
地区）

H24

防災行政無線屋外拡声子局が設置されていない地
区に、防災情報や緊急情報を伝達するための設備を
整備し、迅速かつ円滑な避難活動ができる防災基盤
を整える。

中城湾港新港地区防災行政無線放送可聴
エリアカバー率(100％)

中城湾港新港地区防災行政無線放送可聴
エリアカバー率(100％) ◎

15 ② 防災避難通路整備事業
H24～
H27

当市は沖縄本島内の市町村で最も長い海岸線を有
しており、低地帯地域に居住する市民や企業等、ま
た多くの観光客の安全・安心を確保するため、防災
避難通路を整備し、きめ細かな防災基盤を構築する

防災避難通路整備に係る設計業務の実施 防災避難通路整備に係る設計業務の完了 ◎

15 ③
桃原地区（市道与那城24号
線）避難道路整備事業

H24

当該道路は、桃原地区から高台へ避難する重要な道
路であるが、道路が未舗装のため、高台からの雨水
等で路面が侵食されていることから、舗装を行い、安
全な避難経路を確保する。

桃原地区避難道路整備（延長＝200ｍ　幅員
＝5.0ｍ）に係る工事の実施

桃原地区避難道路整備（延長＝200ｍ　幅員
＝5.0ｍ）に係る工事の完了 ◎

16 ①
沖縄戸籍等整備プロジェク
ト

H24

沖縄戸籍の証明書等は、戦災で多くが消失しており
住民の記憶を基に申請した書類の劣化が激しく今後
の保存・活用に耐えられないため、沖縄関係戸籍（臨
時戸籍）を電子データ化する。

臨時戸籍の電子化率(100％) 臨時戸籍の電子化率(100％) ◎
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1 ②
宮古島市防災マップ製作事
業

H24
災害時における市民の安全を確保するため、防災
マップを作成し、災害時における避難ルートや避難場
所等の周知を図る。

避難ルート及び避難場所の周知
・防災マップ配布世帯数25,000世帯

避難ルート及び避難場所の周知
・防災マップ配布世帯数25,000世帯 ◎

1 ④
与那覇地区防災センター整
備事業

H24～
H25

海沿いに面した海抜の低い与那覇地区に防災セン
ターを整備し、地域住民の災害時における避難場所
を確保する。

防災センターの整備着手(与那覇地区） 防災センターの整備着手(与那覇地区） ◎

1 ⑤
宮古島市標高分類マップ製
作事業

H24

災害時における市民の安全を確保するため、標高分
類マップを作成し、推定される津波到達区域や避難
ルート等を明らかにするとともに、市民への周知を図
る。

標高分類マップの掲示：市内公共施設・観光
関連施設　３５箇所

標高分類マップの掲示：市内公共施設・観光
関連施設　３７箇所 ◎

2 ①
トゥリバー地区マリーナ整備
事業

H24
観光交流拠点としての機能拡充を図り、多様な交流
を促進するため、平良港トゥリバー地区のマリーナを
整備する。

マリーナ施設の機能強化
1)道路整備：改良工・舗装工100ｍ
2)外灯施設整備：4基
3)水道施設整備：280ｍ
4)その他：巻揚機一式

マリーナ施設の機能強化
1)道路整備：道路改良L=103m
2)外灯施設整備：1基
3)水道施設整備：505m
4)その他：電気設備一式

○

2 ②
スポーツ観光交流拠点整
備事業

H24～
H25

年間を通して、軽スポーツが楽しめ、地域の伝統文
化に親しむことができる全天候型のスポーツ・伝統文
化交流拠点施設を整備する。

観光交流拠点施設の整備に係る調査設計業
務
調査・設計業務

観光交流拠点施設の整備に係る調査設計業
務
調査・設計業務

◎

2 ⑥
宮古島市伝統工芸館整備
事業

H24～
H25

国の無形文化財に指定されている「宮古上布」の歴
史が学べ、機（ハタ）を使っての織物体験ができる伝
統工芸館を新たに整備する。

伝統工芸館の整備着手
伝統工芸館の整備着手：1,080.45㎡

伝統工芸館の整備着手
伝統工芸館の整備着手：1,080.45㎡ ◎

2 ⑦ 観光施設改修事業 H24
　観光拠点施設である「ドイツ文化村」の改修工事を
実施する。

観光施設（ドイツ文化村）の機能強化
①駐車場整備
②キンダーハウス漏水補修
③屋外プール外壁修繕
④遊具改修

観光施設（ドイツ文化村）の機能強化
①駐車場整備
②キンダーハウス漏水補修
③屋外プール外壁修繕
④遊具改修

◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

宮古島市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

宮古島市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

2 ⑩
伊良部地区観光地環境整
備事業

H24
　観光地としての多くの観光客が訪れている伊良部
島・下地島間の入江周辺にトイレ施設を整備をする。

観光地の環境整備
施設整備：公衆トイレ（４６．４㎡）

観光地の環境整備
施設整備：公衆トイレ（４６．４㎡） ◎

2 ⑬
与那覇湾環境総合整備事
業

H24～
H33

ラムサール条約に登録された「与那覇湾」の利活用
についての総合的な整備計画を策定し、貴重な自然
環境の有効活用を図る。

与那覇湾利活用調査の実施 与那覇湾利活用調査の実施 ◎

2 ⑭
宮古島市スポーツマネジメ
ントプラン策定事業

H24～
H26

スポーツを柱とした観光振興を推進するため、スポー
ツコンベンションの推進、スポーツ関連ビジネスの創
出、スポーツ産業に係る人材育成、既存ストック施設
の有効活用及び整備計画について、調査・分析を行
い、取り組むべき最適な施策とその手法を明らかにし
た総合的な整備計画を策定する。

スポーツマネジメントプラン策定 スポーツマネジメントプラン策定 ◎

3 ①
観光地アクセス道路環境美
化強化事業

H24～
H33

美しい島づくりを推進するため、観光地へのアクセス
道路の環境美化を図る。

観光アクセス道路の環境美化（宮古地区）
２０路線
観光アクセス道路の環境美化（伊良部地区）
１３路線

観光アクセス道路の環境美化（宮古地区）
２０路線
観光アクセス道路の環境美化（伊良部地区）
１３路線

◎

3 ③
大嶽城址公園環境整備事
業

H24～
H28

本市で最も高台に位置する大嶽城址公園内に花木
を植栽し、観光公園としての整備を図る。

観光地の形成（観光公園の整備）観光公園
内の花木植栽整備に係る実施設計

観光地の形成（観光公園の整備）観光公園
内の花木植栽整備に係る実施設計 ◎

3 ④
花と緑のあふれる島づくり
事業

H24～
H33

市民ならびに宮古島を訪れる全ての人に安らぎを与
える花と緑の島づくりに向けて、公園等の緑化及び美
化を図る為の、花苗、花木、苗木等の安定供給を図
る為に、施設の強化を図る。

苗畑施設の基盤強化に関する調査を実施 苗畑施設の基盤強化に関する調査を実施 ◎

3 ⑦ 伊良部地区景観向上事業
H24～
H26

伊良部地区の玄関口である佐良浜港に隣接する宮
古島市振興総合センターは、築３４年経過し、老朽化
が著しく危険であり、観光地としての景観を損ねてい
るため、施設の撤去等周辺整備を行い、周辺住民の
安心・安全を確保するとともに、観光振興に資する跡
地利用を進め、沖縄らしい美しい景観を形成し、観光
リゾート地としてのまちづくりを推進する。

観光地の形成
１）景観を損ねている危険性の高い施設の除
去：振興総合センター（1,710㎡）
２）観光振興に資する跡地利用の推進（観光
公園の整備）

観光地の形成
１）景観を損ねている危険性の高い施設の除
去：振興総合センター（1,710㎡）
２）観光振興に資する跡地利用の推進（観光
公園の整備）

◎
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

宮古島市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

5 ①
エコアイランド宮古島周遊
エコツアー整備事業

H24～
H28

本市のエコ関連施設において、観光客や市民等が設
備を見学できるＰＲ館の整備や島内の観光関連施設
に電気自動車の充電設備を整備することにより、電
気自動車の普及促進と観光振興を図る。

メガソーラ―展望施設の整備実施設計
観光施設等への充電設備の整備３箇所

メガソーラ―展望施設の整備実施設計
観光施設等への充電設備の整備３箇所 ◎

5 ③
市民連携型太陽光発電整
備事業

H24～
H25

電気的・敷地的に再生可能エネルギーの導入制約の
ある離島において、市民と連携して一般住宅等の屋
根の導入ポテンシャルを活用した太陽光発電の導入
モデルを構築するとともに、県の「沖縄スマートエネル
ギーアイランド基盤構築事業」と連携して、来間島に
おける再生可能エネルギー１００％自活の地域づくり
を目指す。

来間島内に太陽光発電設備を設置 来間島内に太陽光発電設備を設置 ◎

5 ④
運輸部門における低炭素
推進事業

H24

　宮古島市は、環境モデル都市として二酸化炭素の
削減に向けた取り組みを推進しており、エコカーを率
先して導入し、各種イベント等で活用することにより、
二酸化炭素の削減を図り、低炭素社会の実現を目差
す。

エコカー（ハイブリッド車）の導入：5台 エコカー（ハイブリッド車）の導入：5台 ◎

5 ⑥
バイオエタノール高効率製
造・流通事業

H24～
H28

本市の基幹作物であるサトウキビのカスケード利用
を通じた循環型社会の構築及び沖縄産バイオエタ
ノールの事業化を目指して以下の事業を実施する。
○バイオエタノールの高効率製造事業
○バイオ燃料の流通安定化検証
○付加価値の高いバイオエタノールの用途開発等

バイオエタノールの製造
バイオエタノールの製造
6,355リットル製造 ◎

6 ④ 資源循環型農業推進事業
H24～
H26

本市の資源リサイクルセンターでは、庭木や街路樹
等の剪定後に出る枝葉等を利用して有機質肥料を製
造しており、農地へ還元することにより、化学肥料の
低減や地下水の保全につなげている。年々剪定枝
等、原料の搬入が増加しているが、現在の機械設備
では処理能力が十分ではないため、処理能力のより
高い機械設備を導入するとともに、雨天時対策とし
て、雨よけ屋根を整備し、施設の機能強化を図る。

破砕機等の導入件数：４台
①油圧ショベル　②ホイルローダ
③破砕機　　　　④自走式選別機
施設整備：計量器上屋増築
　

破砕機等の導入件数：４台
①油圧ショベル　②ホイルローダ
③破砕機　　　　④自走式選別機
施設整備：計量器上屋増築
　

◎

6 ⑤ 農産物加工施設導入事業
H24～
H25

本市で生産される農産物の規格外商品を島内で加
工し、全国へ販売する事で、販路拡大を図ると共に、
「宮古島産農産物」を広くＰＲする。

１）農産物加工設備の導入
２）加工施設の整備：368㎡

１）農産物加工設備の導入
２）加工施設の整備：368㎡ ◎
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

宮古島市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

7 雇用促進事業
H24～
H25

本市の雇用促進に向けて、平成２３年度に「地域雇
用創造実現事業」にて開発された「島シャツ」の商品
化に向けた取り組みを実施し、地域雇用の拡大を目
指す。

苧麻を活用した島シャツの研究開発 紡糸技術の確立・販路拡大 ◎
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1 ①
観光物産拠点整備強化事
業

H24～
H25

　魅力的な観光地づくりを図るため、WEBサイトや各
種広報媒体等を活用した観光客への情報発信拠点
及び観光案内所を含めた、地域観光物産館を整備す
る。

地域物産館の建設着手 地域物産館の建設完了 ◎

② 市域景観形成強化事業
H24～
H26

　魅力的な観光地、まちづくりを形成するために、市
城内の道路・歩道内のカラー舗装、コンクリート吹付
等の工法を用いて、市道の景観を行う。また周辺の
空きスペース等には地域住民による色彩豊かな花の
植栽等の緑化活動を実施する。

市道植樹帯防草工事
整備路線　１箇所
整備延長L=0.8km

市道植樹帯防草工事完了
整備路線　１箇所
整備延長　L=0.8Km

◎

⑮
南城市地域特産品開発及
び販売促進計画策定事業

H24

　魅力ある観光特産品を提供するため、農水産品及
び工芸品等を活用した魅力ある特産品の研究開発を
行い、南城市特産品の需要及び販売ルート等の調査
を行う。

特産品ニーズ調査、特産品開発、
販売ルート指針作り、認定制度の構築、
販売促進計画策定の実施

特産品ニーズ調査、特産品開発(６品) △

⑯
南城ツーリズム「元気を取り
戻す旅」誘客モニター事業

H24～
H25

　本市の特徴を活かしたメンタルヘルス対応の社員
研修のモニターツアーを行い、体験滞在交流型観光
を推進する。

モニターツアー参加20名 モニターツアー参加20名 ◎

2 ②
企業誘致・定住促進環境整
備事業

H24
　雇用創出を実現し、定住促進及び地域振興を図る
ため、企業立地区域の環境整備を実施する。

企業誘致及び企業立地区域の環境整備計
画策定
南城市水道事業基盤整備計画策定
都市計画再編に伴う新たな下水道計画策定
業務の実施

企業誘致及び企業立地区域の環境整備計
画策定
南城市水道事業基盤整備計画策定
都市計画再編に伴う新たな下水道基本計画
策定

◎

③
南城市超高速通信サービ
ス整備事業

H24

　南部圏域における情報通信関連産業の振興にあた
り、超高速通信サービス整備は必要不可欠である。
 企業誘致、雇用促進を図るため、市内全域（久高島
を除く）に超高速通信サービスを整備する。

超高速通信サービス環境の整備
※市内総面積48.39㎡（久高島除く）

超高速通信サービス環境整備完了 ◎

4 ③
蔬菜花卉園芸施設整備事
業

H24～
H28

　産物の安定生産、農家所得の向上を推進し施設栽
培を奨励するため、施設（ビニールハウス）強化及び
施設の防風ネット導入経費を助成する。

既存ハウス等施設の整備　24ヵ所 既存ハウス等施設の整備　６ヵ所 未

④
沖縄型野菜工場実証試験
事業

H24
　低コスト化、低炭素社会実現を推進し、農業振興を
図るため空き施設（公共施設）を利用して野菜工場を
整備し、生産性、継続性等の実証試験を行う。

運営維持方法の策定
野菜工場整備の着手

運営維持方法の策定済
野菜工場整備完了 ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

南城市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

南城市

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

6 ①
電気自動車充電ステーショ
ン設置事業

H24
　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するた
め、多くの市民や観光客などが利用する公共施設へ
電気自動車充電ステーションを設置する。

電気自動車充電ステーションの設置工事の
着手

電気自動車充電ステーション設置工事完了
４箇所設置 ◎

②
太陽光採光システム普及事
業（企業・一般家庭）

H24～
H25

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するた
め、太陽光照明システムの一般家庭への普及を推進
する。

太陽光採光システムの設置台数　120台
電気使用量削減量　2,477kw

太陽光採光システムの設置台数　25台
電気使用量削減量　616kw 未

③
太陽光採光システム普及事
業（公共施設）

H24～
H25

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するた
め、自然エネルギー・再生可能エネルギーの普及拡
大、おきなわの豊かな太陽光を利用した照明システ
ムを公共施設へ導入する。

太陽光採光システムの設置台数　50台
電気使用量削減量　4,800kw

太陽光採光システムの設置台数　55台
電気使用量削減量　4,380kw ○

⑤
風力・太陽光ハイブリッド発
電導入調査事業

H24

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するた
め、風力エネルギー及び太陽光エネルギーを組み合
わせたシステムを普及させるための実証実験を実施
する。

風力・太陽光ハイブリッド発電システムの構
築

風力・太陽光ハイブリッド発電システムシステ
ム構築完了 ◎
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2 ③
薬草風呂等体験施設整備
事業

H24～
H25

森林セラピーの体験メニューの充実を図る基盤整備
の一つとして、雄大な自然を望みながら、薬草風呂や
薬草スキームを満喫できる体験施設を整備し、森林
セラピーの誘客増加を図る。

薬草風呂等体験施設の実施設計 薬草風呂等体験施設の実施設計、施設整備 ◎

2 ⑤
セラピーロード付帯施設整
備事業

H24～
H25

山中で展開される森林セラピーツアー客の利便性向
上を図るため、多言語の案内看板や説明版の設置
や水源や電源のない山中でも設置可能なエコトイレ
などの付帯施設を整備する。

セラピーロード付帯施設の整備着手
・案内看板：４基
・エコトイレ：３基

セラピーロード付帯施設の整備着手
・案内看板：４基
・エコトイレ：１基

○

3 ② ウッドスタート推進事業
H24～
H28

国頭村木材を活かした、玩具、家具、内装材などを開
発し、木に対する親しみや木の文化への理解を深め
る活動を推進し、子供から大人まで木に触れ合う機
会を増やしことにより、「木づかいファン」を増やし、国
頭村木材の利用促進による林産業の活性化を促す。

木育玩具の製作 木育玩具の製作 ◎

3 ④
「森のおもちゃ広場」等整備
事業

H24～
H28

命薬の森と呼ばれる国頭村の森の中に「森のおも
ちゃ広場」を設置し、だれでも気軽に利用できるおも
ちゃの空間を演出し、国頭村の木育の拠点として整
備する。また、都市部での「木育」おもちゃ広場の要
望に応えられるようう、移動おもちゃ広場のキットを作
成する。

森のおもちゃ広場施設の実施設計の実施
移動おもちゃ広場キットの作成

森のおもちゃ広場施設の実施設計の実施、
施設整備
移動おもちゃ広場キットの制作

◎

5 ① 多自然川づくり事業
H24～
H28

中心市街地を流れる辺土名川を整備し河川敷などの
空間の有効活用、治水安全度の向上等、河川全体
の自然環境を最大に生かした河川再生を図るととも
に街づくりとリンクして、地域の活性化を図る。

・辺土名川河川整備に係る調査業務の実施 ・辺土名川河川整備に係る調査業務の実施 ◎

5 ② 魅力あるヤンバル路づくり
H24～
H28

「魅力ある安心・安全な観光ルートづくり」に向けて、
観光地へアクセスする村道の景観美化を集中的・重
点的に実施する。

景観美化を実施する観光ルート数：１１路線
景観美化を実施する観光ルート数：
　危険木除去：９路線
　除草・除草コンクリート：１１路線

○

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

国頭村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

国頭村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

7 ①
比地大滝吊り橋点検改修
事業

H24
　比地大滝の吊り橋本体の鉄骨・床板（木部）・金具
等の点検改修を行い利用者の安全・安心を確保す
る。

比地大滝の吊橋改修整備着手 比地大滝の吊橋改修整備 ◎

7 ② 比地大滝歩道改修事業
H24～
H25

　比地大滝の歩道沿いの危険箇所（法面・階段）の整
備と、起伏の激しい箇所においては、バリヤフリー対
策を講じ子供から年配者まで気軽に散策できるよう
に整備する。

比地大滝の歩道改修整備着手 比地大滝の歩道改修整備完了 ◎

13 教育施設環境整備事業
H24～
H25

　亜熱帯気候である沖縄においては、１年のうち高温
多湿の状況が長期的に及ぶことから、本村の幼稚
園、小学校、中学校の夏場の暑さ対策として、空調設
備の設置を実施し、教育環境の改善を図る。

・空調施設の設置箇所数
　幼稚園：１園
　小学校：７校
　中学校：１校

・空調施設の設置箇所数
　小学校：７校
　中学校：１校

○

14 ① 体験型民泊受入促進事業
H24～
H26

　旅行業者・学校関係者・雑誌社へ国頭村民泊事業
のＰＲのためのモニターツアーを企画・実施し、国頭
村での民泊事業への誘客を図るとともに、民泊事業
者等を対象に講習会や先進地域との交流視察研修
等を実施し、民泊受入体制を強化する。

・旅行業者・学校関係者・雑誌社向け、民泊
PRモニターツアーの企画・実施
・民泊ステップアップ研修参加者数：４２人

・旅行業者・学校関係者・雑誌社向け、民泊
PRモニターツアーの企画・実施
・民泊ステップアップ研修参加者数：４０人

○
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1 ② 「長寿と癒しの森」整備事業
H24～
H29

大宜味村の三大重点プロジェクトに位置付けている
「長寿と癒しの森」の整備に向けて、具体的な実施計
画を作成し、沖縄北部やんばる地域特有の自然等を
生かした体験型観光が実施できるよう環境整備を行
う。

長寿と癒しの森整備計画の作成
・フロントゾーン　ウェルネスセンター整備計
画・森の体験ゾーン

長寿と癒しの森整備計画の作成
・フロントゾーン　ウェルネスセンター整備計
画・森の体験ゾーン

◎

1 ⑥ 結の浜公園整備事業
H24～
H29

平成19年度に完成した公有水面埋立地「結の浜」に
おいて、サンセットと緑の山々などの良好な自然環境
を生かし、観光振興の受入体制を強化するため、村
民や観光客等が交流できる拠点公園を整備する。

・結の浜公園整備測量設計の実施
・結の浜公園整備工事の実施
（造成、植栽、駐車場等舗装、遊戯施設等）

・結の浜公園整備測量設計の実施
・結の浜公園整備工事の実施
（造成、植栽、駐車場等舗装、遊戯施設等）

◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

大宜味村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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2 ② 東村避難所公園整備事業 H24

村立有銘小中学校は避難所として指定されている
が、海抜３．７ｍに位置し、大きな津波発生時の避難
所としては不十分であるため、背面高台周辺を大き
な災害時でも対応できる避難所として整備する。

避難所公園及び避難経路の整備（有銘地
区）

避難所公園及び避難経路の整備（有銘地
区） ◎

3 ②
東村台風に強い農業施設
整備事業

H24
本村の主要作物の一つであるマンゴーは、台風によ
る被害を受けやすいことから、防風ネット等を整備し、
被害の軽減を図る。

防風ネット（二重カーテン）の設置：３箇 防風ネット（二重カーテン）の設置：３箇 ◎

4 ①
東村クリーンエネルギー推
進事業

H24～
H25

本村の豊かな自然資源を利用したクリーンエネル
ギーの普及による環境に優しいエコな村づくりを推進
するため、村内の公共施設に太陽光パネルを設置し
太陽光発電を整備するとともに、浄水場の流水を利
用し水力発電を整備する。

太陽光発電設備詳細設計の実施(6箇所)
東村川田浄水場における小水力発電設備詳
細設計の実施(1箇所)

太陽光発電設備詳細設計の実施(6箇所)
東村川田浄水場における小水力発電設備詳
細設計の実施(1箇所)

◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

東村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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3 ⑥
今帰仁村総合運動公園施
設機能強化事業

H24～
H28

・「スポーツ交流むら」は天然芝グランウド、温水プー
ル、クラブハウスなどが集積され、各種大会、合宿、
キャンプ地として高い評価を受けている。しかしなが
ら、夜間照明に改善による夜間トレーニングへの対応
や、故障者のコンディショニングへの対応、駐車場等
の整備などの課題を抱えており、課題解決のための
機能強化を推進する。

・今帰仁村運動公園機能強化に係る基本計
画策定

今帰仁村運動公園機能強化に係る基本計画
策定 ◎

3 ⑨
今帰仁城跡周辺環境整備
事業

H24～
H27

・世界遺産今帰仁城跡をはじめ、国指定文化財及び
県指定文化財を保有する重要地域に位置する今泊
港川の整備をすることにより、河川敷などの空間を有
効利用、治水安全度の向上を図り、また、城跡さくら
を植栽し、緑化や美化を地域ぐるみで推進し、、観光
客受入体制を強化する。

・実施設計・測量・調査設計の実施 ・実施設計・測量・調査設計の実施 ◎

3 ⑩
今帰仁の駅「そーれ」機能
強化整備事業

H24

・今帰仁の駅「そーれ」は、村の特産物販売施設であ
る。本部町の美ら海水族館や世界遺産の今帰仁城
跡、古宇利島への本部半島周遊観光ルート上で今帰
仁村の中心地に位置している。観光客増加に対応す
るためにトイレを新設整備し観光拠点施設として基盤
強化を図る。

・実施設計・建築工事の実施 ・実施設計・建築工事の完成 ◎

3 ⑪
古宇利ふれあい広場機能
強化整備事業

H24

・平成１７年２月古宇利大橋開通、平成２２年１２月ワ
ルミ大橋開通により古宇利島への来島者が大幅に増
加した。近年の観光客増加に対応するためにトイレを
新設整備し観光拠点施設として基盤強化を図る。

・実施設計・建築工事の実施 ・実施設計・建築工事の完成 ◎

4 ①
沖縄関係戸籍の電算化事
業

H24

・沖縄関係戸籍は、現在でも戸籍訂正の基礎資料と
して重要な役割を果たしているが、紙媒体による保存
であるため劣化が著しい。安定的かつ継続的な沖縄
関係戸籍に係る住民サービスを確保するため沖縄関
係戸籍を電算化する。

・仮戸籍の電算化率１００％ ・仮戸籍の電算化率１００％ ◎

4 ② 地域防災計画策定事業 H24
・地域住民の安心・安全の確保のため地域防災計画
の見直しを行う。

・地域防災計画の策定 地域防災計画の完成 ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

今帰仁村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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1 ②
八重岳及び町有公園の美
化推進事業

H24

　町有公園等の観光施設には多くの木々や花が植え
られているが、亜熱帯気候地域に位置する沖縄（本
部町）は、適切な管理を行わなければ雑草の繁茂が
早く、花が見えなくなる現状である。魅力ある観光地
づくりを推進し、観光施設の整備を図るためにも、景
観美化等を実施する。

観光地美化の実施：4.5km

観光地美化の実施：1.5km
（事業効果をより高めるため、桜まつりが実
施されるメインイベント会場の桜の森公園周
辺を優先的に26,000㎡の整備を行った。）

未

1 ③
観光アクセスロード整備事
業

H24

　本町を訪れる観光客は散策を楽しむ傾向がある
が、町内にある観光文化施設へのアクセスロードは
老朽化が進み歩行者にとって危険な道路となってい
る箇所が多くあるため、観光客の安全や観光イメージ
を損なわないためにも、アクセスロードの整備を実施
する。

アクセス道路の整備（カルスト散策道・石くび
り道・土帝君道）約L=500m

アクセス道路の整備（カルスト散策道・土帝
君道）約L=563m △

1 ⑧ 市場駐車場整備事業 H24

　町営市場の慢性的な駐車場不足の解消のため、市
場駐車場を整備し、観光客等の利便性を向上させる
ことにより、集客力の増大を図り、観光の振興につな
げる。

公共駐車場整備台数：32台 公共駐車場整備台数：32台 ◎

1 ⑪
スポーツツーリズム環境整
備事業

H24

　本部町運動公園は、プロサッカーチームや実業団
陸上部等の合宿施設及び競技会場として利用されて
いるが、設備環境が不十分なこともあり、今後も安定
した合宿や公認競技等の誘致のために、公認競技場
の認定取得及びプロスポーツ等の練習施設としての
環境整備を行い、スポーツツーリズムを通して観光振
興に繋げる。

公認陸上競技場3種認定 公認陸上競技場3種認定取得 ◎

2 ④
亜熱帯バイオマス有効活用
事業

H24

　本町は、中山間部が多く、周年温暖であるため、草
木・木材等の植物系および水産加工を主体とした動
物系等バイオマス資源を豊富に有している。バイオマ
ス資源のストックヤードの整備を図ることにより、現在
焼却処分等で対応している植物系・動物系等各種バ
イオマス資源の総合的利活用システムを確立する。

ストックヤードの整備・活用 ストックヤードの整備・活用 ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

本部町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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1 ①
仲泊内海周辺活性化施設
整備事業

Ｈ24～
Ｈ28

　恩納村の入り口であり、仲泊貝塚などの国指定文
化財や村博物館、農水産物販売センターに隣接する
仲泊内海周辺に、賑わい及び交流拠点としてプロム
ナードを整備し、魅力あふれる観光地として更なる誘
客活動を実施する。

仲泊内海周辺にプロムナード等（交流拠点）
調査・実施設計、整備工事を実施

仲泊内海周辺にプロムナード等（交流拠
点）調査・実施設計、整備工事完了 ◎

1 ⑪
観光地防災対策強化推進
事業

Ｈ24

　平成23年度において地域防災計画見直しを行って
おり、その中で高齢者、障害者、外国人、観光客等
様々な方に対応するマニュアルの作成、避難経路点
検及びマップの作成などを村が実施すべき事項として
掲げている。
　それらを推進していくため、災害時初動行動マニュ
アル作成、災害時要援護者避難支援プラン作成、防
災マップ見直し作業を実施する。併せて海抜表示板
設置業務を行い、全ての滞在者が避難の際の目安を
確認できる環境整備を行う。

・初動行動ﾏﾆｭｱﾙ作成
・要援護者避難支援プラン作成
・防災マップ作成
・海抜表示板設置箇所数　546箇所

・初動行動ﾏﾆｭｱﾙ作成
・要援護者避難支援プラン作成
・防災マップ作成
・海抜表示板設置箇所数　546箇所

◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

恩納村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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1 ① 金武町歓迎の塔改修事業 H24
国道沿いに設置されている歓迎の塔（モニュメント）を
改修し、また、観光案内板の設置等を行うことによ
り、観光客受け入れ体制の強化を図る。

観光案内板の設置数(2基) 観光案内板の設置数(2基) ◎

1 ②
金武町ベースボールスタジ
アム外構整備事業

H24
金武町ベースボールスタジアムの観覧席屋根の設
置、外野スタンド擁壁、周辺排水工事及び屋外トイレ
の設置工事を行い、施設の機能強化を図る。

スタジアムの機能強化実施設計及び工事実
施
（観覧席屋根設置、外野スタンド擁壁、周辺
排水工事、屋外トイレ設置工事）

スタジアムの機能強化実施設計及び工事完
了
（観覧席屋根設置、外野スタンド擁壁、周辺
排水工事、屋外トイレ設置工事）

◎

1 ③ バス停上屋整備事業 H24

ギンバル訓練場の跡地利用により、リゾートホテル等
が整備されると観光客の増加が見込まれる。本町の
今後の観光振興を推進するため、公共交通機関の
利便性を高める必要があり、バス停留所の上屋を整
備する。

町内路線バス停留の上屋整備率(100％) 町内路線バス停留の上屋整備率(100％) ◎

1 ⑦
ウォーキングコース等整備
事業

H24～
H25

町営グラウンド周回道路及び隣接する金武地区公園
内遊歩道にゴム状のチップ舗装等を整備し、陸上競
技大会の開催や、県外大学合宿等の誘致を図る。

ウォーキングコースのゴム状チップ舗装等の
実施

ウォーキングコースのゴム状チップ舗装等の
完了 ◎

4 ① 芳魂の塔改修整備事業
H24～
H25

太平洋戦争において、悲惨な体験をした事実を後世
へ伝えていくことは、本町の使命であり、毎年６月に
行われている金武町戦没者追悼式の継承は、恒久
平和を願う金武町民の心を伝えるものである。

芳魂の塔整備に係る実施設計、改修工事の
実施

芳魂の塔整備に係る実施設計、改修工事の
完了 ◎

5 ①
ギンバル訓練場跡地利用
事業

H24
ギンバル訓練場跡地利用事業が世間に周知され、多
くの人に関心を持ってもらうためにモニュメントを設置
する。

モニュメント整備に係る実施設計、設置工事
の実施

モニュメント整備に係る実施設計、設置工事
の完了 ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

金武町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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1 ④
平和の森球場機能強化事
業

H24

　良好なトレーニング環境の提供による更なるスポー
ツコンベンションの誘致と良好なキャンプ見学環境を
提供することによる観光客の誘客を図るため、内野
の土の入れ替えやスコアボードの電光化等、平和の
森球場の全面改修を実施する。

平和の森球場改修工事設計書の作成
平和の森球場の機能強化

平和の森球場改修工事設計図書の完成
平和の森球場の機能強化 ◎

⑨

スポーツコンベンション誘致
促進事業（残波岬いこいの
広場グラウンド機能強化工
事）

H24
　地域振興及び経済活性化に向けて、スポーツコン
ベンション誘致の促進を図るため、残波岬公園運動
広場芝グラウンドの機能を強化する。

残波岬いこいの広場グラウンドの工事設計
の作成（１施設）
残波岬いこいの広場グラウンド機能強化（１
施設）

残波岬いこいの広場グラウンドの工事設計
の作成（１施設）
残波岬いこいの広場グラウンド機能強化
（１施設）

◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

読谷村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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1 ③
嘉手納町観光振興ちゅらま
ち景観創出事業

H24

観光資源へアクセスしやすい環境整備と景観美化の
形成を行い、町内への誘客と魅力ある観光地づくりを
推進するため、町内の主要箇所に多言語総合観光
案内板及び道路名称看板、観光拠点施設内の多言
語案内板を設置するとともに、ポケットパークを整備
した。

・ちゅらまち景観創出事業実施設計の作成
・総合観光案内看板の設置：２箇所
・主要道路愛称名板の設置：７箇所
・多言語施設案内看板の設置：２箇所
・ポケットパークの整備

・ちゅらまち景観創出事業実施設計の作成
・総合観光案内看板の設置：２箇所
・主要道路愛称名板の設置：７箇所
・多言語施設案内看板の設置：２箇所
・ポケットパークの整備

◎

1 ④
嘉手納町観光史跡等説明
板整備事業

H24～
H27

　地域資源・文化資源を活用した観光振興を図るた
め、観光基盤の強化に向けて、町内に点在する史
跡・旧跡に説明板を設置する。

観光史跡等説明板の設置 ９箇所 観光史跡等説明板の設置 ９箇所 ◎

3 ①
法定外公共物・未買収道路
現況調査事業

H24

戦後米軍嘉手納飛行場の建設により町域の大部分
を接収された混乱期に、道路等の基盤整備が計画的
に行われていないまま市街地が形成された。そのた
め本町のいたるところに筆数や面積を詳細に把握で
きていない法定外公共物や未買収道路が点在してい
る。
　今後の良好な市街地形成を図るため、法定外公共
物及び未買収道路を確定する調査を行う。

法定外公共物・未買収道路調査率 100% 法定外公共物・未買収道路調査率 100% ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

嘉手納町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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1 ①
北谷町観光情報センター整
備事業

H24

国内外から訪れる観光客に新鮮で詳細な観光情報
を発信するとともに、物産振興と文化振興の推進、地
域安全と環境浄化活動の拠点にもなりうる施設を整
備し、本町の観光振興の拠点とするため、北谷町観
光情報センターを整備する。

・北谷町観光情報センター基本設計および
　実施設計の実施
・観光情報センター建設
　　（建築面積174㎡）

・北谷町観光情報センター基本設計および
　実施設計の実施
・観光情報センター建設
　　（建築面積245.55㎡）

◎

1 ⑤
北谷町文化発信拠点整備
事業

H24～
H30

沖縄文化に触れられる観光を提供し、観光振興に寄
与することを目的として、約6,500年前からの集落跡と
して極めて重要とされ、国の史跡に指定された「伊礼
原遺跡」を観光資源として活用するために縄文時代
の生活空間の具現化をテーマとした伊礼原遺跡を復
元整備し、出土品等を展示する博物館を建設する。

土地取得率100％ 土地取得率93.92% ○

1 ⑧ 西海岸環境保全事業 H24

台風等悪天候後に漂着する流木等のゴミを迅速に撤
去し、重要な観光資源であるアラハビーチ等の環境
を保全するため、ビーチクリーナーを購入するととも
に、ビーチクリーナーを保管する倉庫を設置する。

ビーチクリーナー　１台
ビーチクリーナー倉庫の設置

ビーチクリーナー　１台
ビーチクリーナー倉庫の設置 ◎

1 ⑨
西海岸歩行者ネットワーク
整備事業

H24

安良波公園から浜川漁港フィッシャリーナ地区までの
区間においてウォーキングや散策ができ、多くの町民
や観光客が集まるような魅力ある遊歩道を整備する
ため、造成工事を実施する。

遊歩道整備着手
L=214.7m

遊歩道整備着手
L=214.7m ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

北谷町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

46



 

5 ① 地域ブランド構築事業
H24～
H33

　産業振興、担い手育成を図ることを目指し、農水産
物資源を活かし付加価値を高めるための北中城村独
自のブランド化に向けた商品開発を行い、商品選定
員会で選定された特産品の販売拡大や県外物産フェ
アへの出店を行うとともに、地域特産品販売所（アン
テナショップ）の建築工事を行う。

・地域特産品販売所の工事着手
・ＰＲ活動回数 ２回

・地域特産品販売所の工事完了
・ＰＲ活動回数　３回 ◎

5 ③
再資源化ストックヤード等
整備事業

H24～
H33

　循環型農法の推進とともに、焼却回避によるゴミ減
量化を目指し、青草、伐採木の堆肥化・再資源化を図
るためのスットクヤード整備、伐採木等のチップ処理
機械を導入する。

・車両、機械の導入
・用地購入率　100％
・実施調査測量設計書の作成

・車両、機械の導入
・用地購入率　100％
・実施調査測量設計書の作成

◎

7 ②
公共施設等エコアクション
推進事業

H24～
H29

　北中城村全体でCO2削減に向けたエコアクションの
先駆けとして、公共施設においてクリーンエネルギー
（太陽光）の先行導入と照明機器等の省エネルギー
化のためのLEDへの切り替え、電気自動車の導入を
行う。

・エコカーの導入数　２台
・公共施設への太陽光先行導入数　２ｶ所

・エコカーの導入数　２台
・太陽光設置工事の実施　２ｶ所 ◎

10 ① 一時預り室整備事業
H24～
H26

　本村の公立保育所２園のうち１園は、ニーズの高い
一時預かり保育について、預かる環境が充分でない
ため、その対応のため保育室の増築工事を行う。

・保育室の増築工事の着手
・整備面積：45㎡

・保育室の増築工事完了
・整備面積：45㎡ ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

北中城村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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1 ①
吉の浦会館施設機能強化
事業

H24

村民のスポーツや学習、サークル活動等の拠点と
なっており、利用者が増加している吉の浦会館につ
いて、塩害や台風被害による破損箇所を修繕すると
ともに太陽光発電システムを導入する等、機能強化
を図る。

屋根（銅版）撤去工事の実施
屋根防水工事の実施
太陽光発電システム設置工事の実施
ＬＥＤ照明機器設置工事の実施
空気調和設備設置工事の実施

屋根（銅版）撤去工事の完了
屋根防水工事の完了
太陽光発電システム設置工事の完了
ＬＥＤ照明機器設置工事の完了
空気調和設備設置工事の完了

◎

2 ①
護佐丸歴史資料図書館の
整備事業

H24～
H27

沖縄や中城村の歴史や文化、世界遺産等について
村民等が学ぶ場所として、また、村内外に広く知らし
める情報発信拠点として、護佐丸歴史資料図書館の
建設を行う。なお、当該施設は、災害時に地域住民
等の身の安全を確保するため、「防災タワー」を兼ね
た複合施設とする。

建設検討委員会の設置、開催
護佐丸歴史資料図書館の基本構想・基本計
画
建設予定用地の購入

建設検討委員会の設置、開催(5回)
護佐丸歴史資料図書館の基本構想・基本計
画
建設予定用地の購入(4,762㎡)

◎

3 ②
島人参の安定生産に向け
た取組

H24
中城村ブランドである島人参の安定生産を目指し、
収穫機械の導入、平張施設の整備による品種選抜
の実施を行う。

収穫機械の導入件数(1件)
平張施設の設置個所選定・設置工事の
着手(3件)

収穫機械の導入件数(1件)
平張施設の設置個所選定・設置工事の
着手(3件)

◎

5 ①
中城防災行政無線の撤去
及び増設工事

H24

県事業の対象となる土砂災害危険区域以外の地域
においても災害情報の伝達手段を確保するため、ス
ピーカーや増強アンプ等を設置し、防災無線放送エリ
アを拡充する。

防災行政無線の整備
既存防災無線施設37箇所を他事業と連携し
48箇所に増設整備する工事の着手

防災行政無線の整備
既存防災無線施設37箇所を他事業と連携し
48箇所に増設整備する工事の完了

◎

5 ③ 地域防災計画策定 H24
海岸線を有し、毎年、台風の襲来を受ける本村にお
いて、住民等の避難誘導を図るため、地域防災計画
の全面改訂及びハザードマップの見直しを行う。

地域防災計画の策定
防災マップの作成(7,000部)

地域防災計画の策定
防災マップの作成(7,000部) ◎

5 ④ 災害対策避難路整備事業
H24～
H25

海岸線に近い本村における台風や津波等の対策とし
て、避難路を整備し、児童等の安全を確保する。

避難路の測量及び実施設計の実施
避難路整備築造工事の着手

避難路の測量及び実施設計の実施
避難路整備築造工事の着手（2ヶ所） ○

5 ⑤
南上原地内緊急災害時避
難広場整備事業

H24
台風や大規模地震等の自然災害や有事の際に、地
域住民や観光客の安全安心を確保するため、緊急
避難広場を整備する。

緊急災害避難広場の住民説明会の実施
緊急災害避難広場の実施設計の完了整備
箇所数(3ヶ所)
緊急災害避難広場の整備箇所数(3ヶ所)

緊急災害避難広場の住民説明会の実施
緊急災害避難広場の実施設計の完了整備
箇所数(3ヶ所)
緊急災害避難広場の整備箇所数(3ヶ所)

◎

6 ②
学校ＩＣＴ環境整備等による
学習意欲学力向上推進事
業

H24～
H33

児童生徒が、コンピューター等の情報手段に慣れ親
しみ適切に活用できるよう、情報支援員の配置やコン
ピュータの設置等により環境を整備する。

新世代教室パソコン設置(40台)
コンピューター教室パソコン設置(40台)
情報教育対応補助者1人を配置し、各小中学
校への指導(小中学校1人)

新世代教室パソコン設置(40台)
コンピューター教室パソコン設置(40台)
情報教育対応補助者1人を配置し、各小中学
校への指導(小中学校1人)

◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

中城村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

中城村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

7 ①
戦災滅失戸籍等沖縄戸籍
関係書類システム化事業

H24

本村の沖縄関係戸籍は、現在でも戸籍訂正の基礎
資料として重要な役割を果たしているが、紙媒体によ
る保存であるため劣化が著しい。今後も安定的かつ
継続的な沖縄関係戸籍に係る住民サービスを確保
するため、沖縄関係戸籍の電算化を実施する。

沖縄関係戸籍の電算化率(100％) 沖縄関係戸籍の電算化率(100％) ◎
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1 ②
農業活性化支援システム開
発事業

H24
作物毎の収穫時期や生産量を的確に予想し、効率
的な農業経営及び営農指導等を実施するため、町内
の農地情報を一括管理するシステム開発を行う。

・商圏調査の実施 － －

2 ⑤
沖縄都市モノレール新駅周
辺まちづくり調査事業

H24
観光振興及びパークアンドライドの推進を図るため、
沖縄都市モノレール新駅周辺の土地利用及び沖縄
自動車道との結節等について調査を実施する。

沖縄都市モノレール新駅周辺まちづくり調査
の実施　３５ｈａ

沖縄都市モノレール新駅周辺まちづくり調査
の実施　３５ｈａ ◎

2 ⑥
災害に強い観光まちづくり
推進事業

H24

台風等の災害時に観光客等に必要な情報を迅速か
つ確実に伝達するため防災行政無線システムを整備
し、併せて海抜表示板設置及び防災マップの作成等
を行う。

・屋外拡声子局の整備：76箇所
・海抜表示板の設置：158箇所
・防災マップの作成：1000部

・屋外拡声子局の整備：77箇所
・海抜表示板の設置：158箇所
・防災マップの作成：1000部

◎

2 ⑧
沖縄らしい風景づくり推進
事業

H24～
H25

本町の地域特性を活かし、自然と文化、都市が調和
した沖縄らしい風景・景観を保全するため、景観法に
基づく景観計画を策定する。

・景観計画の策定 景観計画（試案）の策定 未

5 ① スポーツ環境整備事業
H24～
H25

西原町陸上競技場は、芝管理の評価が高く、毎年プ
ロサッカーチームの試合や合宿等が行われている。
今後、国内外トップチームの誘致をさらに進め観光資
源としても活用するため、スプリンクラーや芝面の排
水設備、全天候ウレタン舗装の整備を行い、施設の
機能強化を図る。

陸上競技場内芝面の排水設備整備及び走
路のウレタン整備 設計・工事

陸上競技場内芝面の排水設備整備及び走
路のウレタン整備 設計・工事 ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

西原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

50



 

1 ①
歴史・文化を活かした観光
振興事業

H24～
H29

与那原大綱曳をPRするための大綱曳大看板設置や
町内への多言語案内板の設置、山原船活用推進に
向けた委託等を実施する。

①大看板設置１ケ所
②観光ガイドブック発行2万部
③山原船改修

①大看板設置１ケ所
②観光ガイドブック発行2万部
③取り下げ

△

1 ⑥
聞得大君「御新下り」と「与
那原街道」復元・周辺整備
事業

H24

歴史、文化を活かした観光資源の確立と聞得大君を
キーワードに御殿山を起点にした一体感を持った「史
跡散策コース」を設定し、集客力の強化と、需要を見
越したガイドボランティア団体の結成と育成の実施、
周辺整備による安心安全な観光地を目指す。

史跡散策コースの復元・再現調査の実施 史跡散策コースの復元・再現調査の実施 ◎

1 ⑦
与那原の伝統・文化・言語
（方言）を活かした紙芝居等
作成事業

H24

方言標識を設置し、観光マップとリンクさせた町内散
策ルートを整備する。大綱曳や与那原かるた、与那
原ことばテキストを活用し伝統文化の紹介、継承者
育成、イベントの開催を行う。

・観光マップとのリンクした散策コースの設定
・伝統・文化・方言を活かしたコンテンツ数：
３種類

・散策コースの設定は行っていない
・紙芝居５話、与那原かるた、与那原ものしり
ブック作成、紙芝居よみきかせイベント実施、
紙芝居・ものしりブックのデジタルコンテンツ
作成

△

1 ⑧
歴史資料館（仮称）整備事
業

H24

県内外問わず積極的に収集した綱曳（引き）に関す
るアーカイブ機能を確立させ、綱曳、民族、戦争遺品
等の平和資料を展示した「歴史資料館（仮称）」の建
設検討調査を行い、新たな観光ニーズに十分な対応
のできる歴史資料の拠点建設を目指す。

建設可能性調査の実施 建設可能性調査の実施 ◎

1 ⑨
東浜水路活用調査及び与
那原町観光計画策定事業

H24
沖縄県及び与那原町の観光に関する資料のとりまと
めと観光計画の策定及び東浜水路の活用調査に関
するワークショップの開催を行う。

観光計画の策定
観光メニュー創出　10プログラム

観光計画の策定
37施策（プログラム）策定 △

2 ① 交流施設駐車場整備事業
H24～
H25

レンタカーを利用する観光客が本町を訪れ、自由に
散策できるよう駐車場の整備を行い、観光客が史跡
巡りや街中の散策がしやすい環境を整備する。また、
同駐車場を災害時における観光客の一次避難場とし
て、釜場や仮設テント及び仮設トイレの設置可能な駐
車場を整備する。

交流施設駐車場の整備着手　54台 交流施設駐車場の整備着手　54台 ◎

2 ②
来訪者と町民の交流施設
整備事業

H24～
H27

　本町が取り組む新たな観光資源創出の一環とし
て、来訪者と町民が親睦を深める交流会等の開催が
可能な施設を整備することで、将来のリピーターを生
み出し持続可能な観光振興を図る。

与那原町観光交流施設の基本・実施設計の
実施

与那原町観光交流施設の基本・実施設計の
実施 ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

与那原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

与那原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

3
軽便鉄道与那原駅跡公園
整備事業

H24～
H25

太平洋戦争で破壊された軽便鉄道の与那原駅跡の
用地を購入し、軽便鉄道の説明板やモニュメントを設
置し、与那原町の新しい観光スポットとして公園及び
道路の整備を行う。

軽便鉄道与那原駅跡公園の整備着手 整備事業へ着手し駅舎が完成 ◎

4 ①
学校ＩＣＴ環境整備等による
学習意欲学力向上推進事
業

H24～
H29

将来を担う児童生徒の学力向上及び人材育成を図
る為、デジタル教科書の充実、ソフトを利用するデジ
タルテレビ、電子黒板等を整備する。また、各教職員
や情報教育支援員が、ＩＣＴを活用した、きめ細かな
教育が支援できるよう人材員配置を行う。

情報教育支援員の配置1人
町内小中学校における教育用ソフトの導入
率１００％

情報教育支援員の配置1人
町内小中学校における教育用ソフトの導入
率１００％

◎

6
与那原三叉路情報発信大
型ビジョン活用事業

H24

与那原三叉路に大型ビジョン屋外型デジタルサイ
ネージを設置し、地域情報や地域イベント情報を届
け、新たな賑わいを創出・演出して観光客誘客を図
る。ビジョン活用により商店街活性化も同時に繋げ
る。

観光情報発信大型ビジョンの設置　１箇所 観光情報発信大型ビジョンの設置　１箇所 ◎

7
与那原町観光発信・観光誘
致事業

H24

本町の海岸沿いは、昔ながらのリーフが現存してお
り、風光明媚な景色を創出し観光スポットとして観光
客が多く訪れている。そのため、町道に電光掲示板
を設置し、広く地元客や観光客に観光案内・観光発
信を行い、観光誘致と観光振興強化を図る。

観光案内電光掲示板の設置：２箇所 観光案内電光掲示板の設置：３箇所 ◎

8
与那原町景観形成強化事
業

H24～
H27

本町は、沖縄らしい風景を象徴する赤瓦の県内唯一
の生産地であることから、赤瓦を利用した与那原町ら
しいまちづくりを形成し観光振興を図る為の景観計画
を策定する。

景観計画の策定 景観計画基礎調査 未

9 ① 地場産業振興支援事業 H24

県内唯一の赤瓦生産地として赤瓦原材料（クチャ）お
の埋蔵量調査を行い、需要と供給を予測して今後の
地場産業振興と沖縄県全体の赤瓦街並み形成によ
る観光振興を図る。

赤瓦原料（クチャ）埋蔵量調査箇所数5か所 赤瓦原料（クチャ）埋蔵量調査箇所数7か所 ◎

9 ② 商工業振興支援事業 H24
商店街をきらめきのある光で魅力あるにぎわいの場
を演出し、商店街及び町の観光イメージアップを図り
商工観光振興につなげていく。

商店街街路灯設置20基 商店街街路灯設置16基 ○
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

与那原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

10 ①
人工的ひじき生息環境（ひ
じき畑）の整備事業

H24

ひじきの藻場の保全、増殖技術の研究、人工的にひ
じきの生息環境を整えて収穫増量につなげていく取
組みの支援を行う。
・ひじき増殖対策：ひじきの生育が確認できないエリ
アでの岩礁洗浄、生体移植、モニタリング調査等の
増殖対策の実施
・漁場整備：岩礁帯の整備を図り、環境復元効果のあ
る環境活性コンクリートを活用した整備を実施

ひじき収穫量
Ｈ２３年度：５６ｔ　→　Ｈ２４年度：６０ｔ

ひじき収穫量　54ｔ ○

10 ②
水産加工品ブランド定着化
事業

H24
特産品のひじきや、水揚量の多いソデイカなどを活
かした付加価値の高いブランド加工品開発により、漁
獲・加工・販売の６次産業化の支援を行う。

ブランド加工品試作品の製作　５品 ブランド加工品試作品の製作　４品 ○

11
与那原町海抜及び津波避
難ビル表示整備事業

H24
東日本大震災の教訓を踏まえ、町民及び観光客の
減災対策として、町内の電柱や津波避難施設へ海抜
表示等を設置する。

海抜表示板の設置　65箇所
津波避難ビル表示板の設置　19箇所

海抜表示板の設置　67箇所
津波避難ビル表示板の設置　19箇所 ◎
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1 ⑦ 児童健全育成事業
H24～
H33

怠学や問題行動･暴力行為等の不登校生徒の居場
所として自立支援教室を設置、専任の指導員を配置
し、よりきめ細やかな対応、均等な学習指導を行う。
また、怠学等の児童生徒の校外指導を行うため校外
指導員を配置する。

自立支援教室指導員（中学校）　2人
生徒校外指導員（中学校）　　　　3人
登校支援員（小中学校）　　　　 　2人

自立支援教室指導員（中学校）　2人
生徒校外指導員（中学校）　　　　3人
登校支援員（小中学校）　　　　 　2人

◎

2 ③
観光による地域産業活性化
事業（ⅰかすりの道景観活
性化事業）

H24～
H33

地域の観光資源である「かすりの道」を活用した観光
客誘客活動を行う。具体的には、滞在型観光客の受
入体制の整備やイベントの開催、散策体験プログラ
ムの策定等を実施する。

・かすり体験プログラムの制作 　　1本
・かすりの道緑化活動　　　　　　 　10回
・壁面かすりの柄装飾　　　　　　43ヶ所

・かすり体験プログラムの制作 　　1本
・かすりの道緑化活動　　　　　　 　10回
・壁面かすりの柄装飾　　　　　　43ヶ所

◎

2 ③
観光による地域産業活性化
事業（ⅱ観光ビジュアル戦
略プロジェクト事業）

H24
町の観光振興のため、インターネット、DVD、ポス
ター、パンフレット等、広報媒体を活用して旅行エー
ジェントや一般旅行者へ誘客を図る。

観光用DVD作成　　　　　　　 1本
観光用ポスター作成　　　　　３種
観光用パンフレット作成　5,000部

観光用DVD作成　　　　　　　 1本
観光用ポスター作成　　　　　３種
観光用パンフレット作成　5,000部

◎

2 ③
観光による地域産業活性化
事業（ⅲ観光資源創出）

H24
町の新たな観光資源を開発するために、NPO等を支
援し、滞在型観光プログラムを制作する。

滞在型観光プログラムの制作　1本 滞在型観光プログラムの制作　1本 ◎

2 ③
観光による地域産業活性化
事業（ⅳやさしい観光地づく
り）

H24～
H33

スマートフォンを活用した観光誘客を図るため、野外
ホットスポットの設置や観光アプリケーションの制作
等を行う。

wifiアンテナ設置　　　　　　　　 2箇所
観光ポータルサイトの制作　　１サイト
観光プロモーション実施　　　　　3回

wifiアンテナ設置　　　　　　　　 2箇所
観光ポータルサイトの制作　　１サイト
観光プロモーション実施　　　　　4回

◎

2 ③
観光による地域産業活性化
事業（ⅴかぼっちゃマンス
クール事業）

H24～
H28

地域活性化に資する人材を育むため、ダンススクー
ルやマナー講習会を開催する。

ダンススクール受講者数　　25人
マナー講習会受講者数　　　15人

ダンススクール受講者数　　25人
マナー講習会受講者数　　　15人 ◎

2 ③
観光による地域産業活性化
事業（ⅵ復活かぼっちゃマ
ンプロジェクト）

H24～
H33

平成１１年から１０年間活躍してきたローカルヒーロー
かぼっちゃマンを参考に、町の伝説を取り入れた新た
なキャラクターを作る。新たなキャラクターにより地域
活性化を図る。

・かぼっちゃマンの活動映像資料のＤＶＤ化
・活動記録の発刊
・かぼっちゃﾏﾝのモニュメント製作
・Ｎｅｗキャラクターの衣装製作(５種類６体)

・かぼっちゃマンの活動映像資料のＤＶＤ化
・活動記録の発刊
・かぼっちゃﾏﾝのモニュメント製作
・Ｎｅｗキャラクターの衣装製作(５種類６体)

◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

2 ③
観光による地域産業活性化
事業（ⅶイメージキャラク
ター製作事業）

H24
観光誘客を図るため、南風原町の新たなイメージ
キャラクターを制作しPR活動を展開する。

南風原町イメージキャラクターの制作　1 南風原町イメージキャラクターの制作　1 ◎

2 ③
観光による地域産業活性化
事業（ⅷデザイン・くくり担い
手育成事業）

H24～
H33

町の伝統工芸である「琉球絣」を発展継承するため、
絣事業協同組合において後継者の指導育成を行う。

デザインくくり担い手育成人数　5人 デザインくくり担い手育成人数　5人 ◎

2 ③
観光による地域産業活性化
事業（ⅸ担い手育成経営戦
略事業）

H24～
H33

町の伝統工芸品である「琉球絣」を発展継承するた
め後継者を対象に経営や工芸の新技術等について
講座を開設する。

絣事業担い手経営学習者数　6人 絣事業担い手経営学習者数　6人 ◎

2 ③
観光による地域産業活性化
事業（ⅹ伝統工芸と観光戦
略事業）

H24～
H33

琉球絣を南風原町民だけではなく、広く知ってもらう
ため、滞在型観光につながる絣体験のコンテンツを
プログラム化し、町でしか経験できない体験を作る。
さらに絣事業の拠点でもある琉球絣会館を観光客の
ニーズに対応し、琉球絣の行程が見学できるよう改
修工事を行い、町内外より観光客の増加を図る。

・かすり体験プログラム制作：1本
・琉球絣会館改造計画調査設計委託実施

・かすり体験プログラム制作：1本
・琉球絣会館改造計画調査設計委託実施 ◎

2 ③
観光による地域産業活性化
事業（ⅹⅰ町独自の商品開
発・技術力強化）

H24～
H26

地域資源の活用や異業種連携による商品開発及び
企業と連携により消費者のニーズを踏まえたデザイ
ン性・機能性に優れた南風原らしい、商品開発等を
行い、産業展開する。H24年度はターゲットを２点に
絞り、H25年度は実際に商品を作り、販路を開発す
る。

試作品製作　２品 試作品製作　２品 ◎

2 ④ 地域資源利便性向上事業
H24～
H25

地区の高度利用及び景観形成を図るため、建物の
高さを制限し都市計画で想定した市街地の形成を妨
げている低い位置にある高圧線の鉄塔を嵩上げす
る。

市街地形成の妨げになっている高圧線の鉄
塔の嵩上げ　　１本

市街地形成の妨げになっている高圧線の鉄
塔の嵩上げ　　１本 ◎

2 ⑧
観光・文化等サイン整備事
業

H24
町内の歴史・文化・史跡・伝統工芸等の観光産業資
源に係る関連施設の案内サインを整備する。

案内板の設置箇所数　　　　　10
誘導表示板の設置箇所数　　60

案内板の設置箇所数　　　　　15
誘導表示板の設置箇所数　　59 ○

55



 

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

2 ⑨
南風原町地域農業活性化
事業

H24

本町では、ヘチマの栽培が盛んで、生産量は毎年県
内の上位に位置している。しかし、本県特有の気象
条件(台風、長雨、干ばつ等)病害虫、鳥獣等による被
害が後を絶たず安定供給の妨げになっており、耐候
性施設(強化型パイプハウス)を設置する経費に対し
補助を行う。

強化型パイプハウス設置件数　５件 強化型パイプハウス設置件数　５件 ◎

3 ④
沖縄の気候を活かした環境
に配慮したクリーンエネル
ギー事業

H24～
H27

地球温暖化の原因となる温室効果ガスを削減する手
段として消費電力を抑えるため、役場庁舎に断熱フィ
ルムを設置する。また、汚水処理施設の電気料削減
のため、太陽光発電システムを導入する。

断熱フィルム貼付面積　　役場庁舎：700.47
㎡
汚水処理施設太陽光発電システムの導入

断熱フィルム貼付面積　　役場庁舎：700.47
㎡
汚水処理施設太陽光発電システムの導入

◎

4 ② 防災体制強化事業
H24～
H28

　沖縄県は島しょ県であるため、大災害が発生すると
孤立する可能性がある。そのため、町独自で防災無
線やハザードマップの整備、食糧の備蓄などを実施
し、様々な災害に瞬時に対応できる体制を整える。

・防災行政無線カバーエリア率　70%
・ハザードマップ配布枚数　12,917世帯
・南風原町地域防災計画の「食料等備蓄計
画」の目標備蓄数16,200食(36,000人×1/20
×3日分×3食)に対する充足率　　23.5%

・防災行政無線カバーエリア率　70%
・ハザードマップ配布枚数　12,917世帯
・南風原町地域防災計画の「食料等備蓄計
画」の目標備蓄数16,200食(36,000人×1/20
×3日分×3食)に対する充足率　　23.5%

◎

8
大災害時における電力供
給及び避難拠点の整備事
業

H24

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進
するため、大規模災害時に備えて、環境施設組合の
運営する施設を電力供給拠点及び一時避難場所とし
て活用できるよう整備する。

　消防訓練参加人数 職場100人 　消防訓練参加人数 職場100人 ◎
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1 ③
渡嘉敷港ターミナル機能強
化事業

H24

　渡嘉敷港ターミナル利用者の利便性向上を図るた
め、ターミナルの吹き抜けとなっている通路及び旧
ターミナへの連絡通路や旅客出入り口に屋根を設置
する。また、ターミナル内のトイレを和式タイプから洋
式タイプに取り替え、更に老朽化により使用出来なく
なっている空調設備の取替工事を行う。

トイレ改修・空調機取替・屋根改修工事設計・
施工

トイレ改修・空調機取替・屋根改修工事設計・
施工完了 ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

渡嘉敷村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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4 ①
阿佐地区避難道路整備事
業

H２４
地震津波等発生時において村内で孤立する集落及
び観光客の安全を図るため高台へ通じる避難道路確
保のため整備を行う。

阿佐地区避難所への避難時間の短縮現状
50分

阿佐地区避難所への避難時間の短縮整備
後30分 ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

座間味村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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1 ②
粟国島パークゴルフ場機能
拡充事業

H24

  粟国村の新たな観光資源として平成24年5月に開
業した粟国島パークゴルフ場利用者の利便性を向上
させるため、シャワー施設や貯水タンク、散水栓等を
整備する。

シャワー室兼更衣室1棟及び散水栓４箇所の
整備

設計・監理・工事の完了 ◎

1 ③ マハナ崎整備事業
H24～
H25

　観光客や住民の憩いの場である島１番の景勝地マ
ハナ崎の快適性及び安全性の向上を目的に東屋及
び安全柵を整備する。

東屋１棟及び安全防止柵約３５０ｍの整備 東屋１棟及び安全防止柵約３５０ｍの整備 ◎

3 ① 多目的施設整備事業
H24～
H25

災害時における村民・観光客等の生命・財産を確保
するための避難施設、地域住民と観光客が交流でき
る複合施設を整備する。

避難及び交流等のための多目的施設の整備 － 繰

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

粟国村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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1 ② 環境保全・美化推進事業
H24～
H33

島の自然と人文の調和を基調とした魅力的な観光地
づくりを推進するため、集落内や観光スポット周辺等
の緑化及び美化活動を実施するとともに、外来植物
（ギンネム等）の駆除及び在来植物の保全育成を図
る。また、観光客も含めたごみ処理に対応するため、
新たに小型焼却炉設備の設置を行う。

・緑化及び美化活動実施個所:28箇所
・在来植物駆除実施個所:8箇所
・在来植物保全育成実施個所:14箇所
・小型焼却炉設置件数：１件

・緑化及び美化活動実施個所:28箇所
・在来植物駆除実施個所:8箇所
・在来植物保全育成実施個所:14箇所
・小型焼却炉設置件数：１件

◎

1 ③
景観配慮型街路灯（フットラ
イト等）設置事業

H24

観光客を含む歩行者等の安全を確保しつつ、集落内
からも美しい星空が見えるよう、集落内の主要交差
点及び集落外周道路において、景観に配慮した街路
灯（フットライト等）の設置を行う。

・景観配慮型街路灯の設置
3.17km、240基

・景観配慮型街路灯の設置
3.17km、240基 ◎

2
渡名喜村防災支援センター
機能強化事業

H24

・津波や地震等の自然災害から住民及び観光客を守
るため、既存の防災支援センターにて施設の補強や
避難居室、物資保管庫の整備等の機能強化工事を
実施し災害に強い観光地づくりを行う。

・高台避難場所の確保：１箇所 ・高台避難場所の確保：１箇所 ◎

3
多様な住み手・担い手の住
宅確保事業

H24

農漁業をはじめ多様な産業・業務の担い手のための
住宅を確保し地域雇用の創出と定住人口の増加を
図るため、集落内に集落景観に配慮した多用途住宅
を整備する。

・多用途住宅の整備：6棟9戸 ・多用途住宅の整備：6棟9戸 ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

渡名喜村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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2 ③
月見ちゅら島公園機能強化
事業

H24

本村の観光振興を図る為には、更なる体験型観光の
環境整備が必要である。そこで、カヌー体験地点の
月見橋周辺を中心に美化緑化の推進や、月見ちゅら
島公園内に遊具・健康器具を設置し観光客等が憩い
の場としての整備を図る。

月見ちゅら島公園内への遊具・健康器具の
設置　�

月見ちゅら島公園内への遊具・健康器具の
設置　� ◎

2 ④
大池地区水辺環境保全整
備事業

H24～
H28

本村には多くのカルスト湖が点在し、その中でも大池
と呼ばれる池が最大規模となっている。現在の大池
は水草が繁茂し景観を損なうとともに、生態系への影
響や環境保全の点からも課題となっている。そこで水
草除去、水路汚泥浚渫、危険防止の橋梁を新設し、
大池にカヌー体験プログラムを導入するなどして、新
たな観光資源の開発を図る。

大池地区水辺環境の保全・再生�
①水草の除去�
②水路汚泥浚渫�

大池地区水辺環境の保全・再生�
①水草の除去�
②水路汚泥浚渫� ◎

3 ② 防災サイン等整備事業 H24

本村の地域特性をふまえて、地域防災対策を行う必
要があることから、遠隔離島の不利性などを考慮し
備蓄食糧と防災保管倉庫の確保を実施する。また避
難場所のトイレ、防災道具保管庫等の整備を行うこと
により観光客への利便性と安心安全の確保を目的と
する。

防災サインの設置�
・海抜表示板設置６０箇所�
・避難場所表示板設置１箇所�
備蓄食料の備蓄：３２００食�
備蓄倉庫の建設：２箇所�
ﾄｲﾚ、駐車場、進入道路の整備

防災サインの設置�
・海抜表示板設置６０箇所�
・避難場所表示板設置１箇所�
備蓄食料の備蓄：３２００食�
備蓄倉庫の建設：２箇所�
ﾄｲﾚ、駐車場、進入道路の整備

◎

5 仮戸籍電算化事業
H24～
H25

国が進める高度情報通信ネットワ－ク社会に対応し
て行く必要があり、紙ベ－スで管理している戸籍、除
籍、附票、改正原戸籍等は用紙の劣化等により公文
書の滅失する現状にあり、その対応として沖縄関係
戸籍の電算化を実施する。

沖縄関係戸籍の電子化の着手 沖縄関係戸籍の電子化の実施 ◎

6
廃棄物ストックヤ－ド整備
事業

H24
産業廃棄物の沖縄本島への搬出一時保管施設を整
備し、搬入、搬出を管理し、産業廃棄物の適正な処
理による景観等の保全を目指します。

廃棄物ｽｯﾄｸﾔｰﾄﾞ整備工事着手 廃棄物ｽｯﾄｸﾔｰﾄﾞ整備工事実施 ◎

7
ボロジノ島歴史文化保存事
業

H24
歴史を語る貴重な写真や文化資料及び現在の祭事・
行事をデジタル保存、製本にして後世に伝えると共に
教材や観光関係にも活用する。

文化資源をﾃﾞｼﾞﾀﾙ保存・製本化の実施 文化資源をﾃﾞｼﾞﾀﾙ保存・製本化の実施 ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

南大東村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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2 ① 食の安心基盤構築事業 H24

　北大東村の定住化を支える農業振興と台風等の災
害時の食料確保を支える基盤整備に向け、種苗等生
産施設を整備し、村による地域の種苗供給等の農業
基盤を構築する。

・種苗等生産施設の整備　1棟 ・種苗等生産施設の整備　1棟 ◎

3 ① 定住受入基盤構築事業 H24

　北大東村に若者を呼び戻し、島外や県外からの移
住を促進する為、集合住宅（4世帯）を建設し、定住者
の受入基盤を整備する。尚、島外住宅の入居者選定
に当たっては、観光や農業等、島の産業高度化に寄
与する人材を優先する。

・多用途集合住宅の整備　1棟（4世帯） ・多用途集合住宅の整備　1棟（4世帯） ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

北大東村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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1 ④ 海浜公園植栽等整備事業
H24～
H28

　沖縄らしい原風景の創出と安心、安全で利便性、快
適性の高い観光地づくりを目指し、台風や塩害に強
く、緑陰機能に優れた在来樹種への植栽転換を実施
する。また、ハブ対策として防蛇網の整備を行う。

植栽計画策定業務　一式
緑陰植物植栽植栽工事　570㎡
ハブ侵入防止工事　55m

植栽計画策定業務　一式
緑陰植物植栽植栽工事　570㎡
ハブ侵入防止工事　55m

◎

2 ⑤ 干ばつ対策事業
H24～
H26

　夏場や作付け時期となる終期・春期の水不足に対
応するため、作業効率の高いマリンタンクの設置と送
水ポンプを設置し、生産性の効率化と農家所得の向
上を目指す。

マリンタンク（２１ｔ）設置　１０カ所 マリンタンク（２１ｔ）設置　０カ所 未

2 ⑦
モズク用資材保管倉庫整備
事業

H24
　台風時におけるモズク用資材の保管倉庫を整備
し、漁家経営の安定化と担い手支援を行う。

モズク収穫量　1300t モズク収穫量　827t 未

2 ⑧ 漁船避難施設整備事業 H24

　台風や荒天時の漁船等の陸揚げ施設として巻き揚
げ機を整備し、漁家経営のリスク軽減化や観光遊漁
船の安全性を確保し漁業、マリンレジャー等の産業
支援を行う。

船舶陸揚げ機器の整備　1基 船舶陸揚げ機器の整備　1基 ◎

4 ⑤ 高齢者福祉施設整備事業
H24～
H25

　島内に一カ所しかない高齢者福祉施設の需要増加
によるデイサービス時のトイレや洗面等の待ち時間を
解消するため既存施設の機能強化を行う。また、
ショートステイや緊急避難時の在宅介護者の受入に
対応するため、既存事務所や倉庫の増改築に係る設
計業務を行う。

高齢者福祉施設の機能強化工事着手　一式 高齢者福祉施設の機能強化工事着手　一式 ◎

4 ⑦
コミュニティビジネス支援事
業

H24～
H25

　コミュニティビジネスの拠点施設としてさとうきび関
連商品や野草、薬草等の加工、販売施設を整備す
る。

加工施設整備工事　一式 設計業務のみ 未

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

伊平屋村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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1 ②
伊是名村観光客受入体制
づくり強化事業

H24

伊是名ビーチは、毎年10月に開催される「いぜな88ト
ライアスロン大会」のスイム競技の会場であり、また、
5月の大型連休や夏休みには多くの観光客がキャン
プを楽しんでいる。そのほか、「いぜな島体験修学旅
行」として県外から訪れる修学旅行生の海水浴場とし
て利用されているが、シャワー・トイレ室が一箇所し
かなく、支障をきたしている状況である。ビーチ利用
者の利便性の向上を図るためシャワー・トイレ室等を
一体的に整備し、観光施設として体制づくりを推進す
る。

・海水浴場のシャワー・トイレ室等の整備 ・海水浴場のシャワー・トイレ室等の整備 ◎

1 ③
観光地等クリーンアップ事
業

H24～
H33

本村には、数多くの史跡や文化財があることから、各
種イベントで使用する会場周辺や観光施設、観光
ルートの清掃や花木の植栽など美化・緑化活動を強
化し、島全体を一つの観光地として整備する。

美化緑化箇所：15箇所�
【まつり会場(1箇所)、、フットパスコース(1箇
所)、集落内外(5箇所)、フラワーロード(4箇
所)、他観光施設等(4箇所)】

美化緑化箇所：15箇所�
【まつり会場(1箇所)、、フットパスコース(1箇
所)、集落内外(5箇所)、フラワーロード(4箇
所)、他観光施設等(4箇所)】

◎

1 ⑥
「尚円王（金丸）生誕の村」
整備事業

H24～
H28

「本村は、琉球第二尚氏王朝の始祖、尚円王の生誕
地として広く知られ、王家ゆかりの史跡、琉球王朝以
前のグスク（城）「伊是名城跡」及び王家の清明祭な
ど数多くの文化遺産等が残っている歴史的島である
ことから、これらの先人達が残してくれた歴史的遺産
の復元及び周辺整備、文化行事の継承など、歴史・
文化を活用し、本村から琉球の歴史を県内外へ情報
発信し、更なる誘客による観光振興につなげる。

・公事清明祭への来訪者数:約100人（H24） ・公事清明祭への来訪者数:約100人（H24） ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

伊是名村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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1 ①
海洋深層水冷熱利用野菜
栽培実証事業

H24～
H27

　久米島の地域資源である海洋深層水の冷熱利用
により、既に確立された夏場の野菜栽培技術の商用
化に向けた実証実験を行うため、冷熱利用野菜栽培
ハウスの整備を行う。

１　施設整備及び運営計画の策定 １　施設整備及び運営計画の策定 ◎

1 ③ モズク加工場機能強化事業 H24

　本町水産業の主要品目であるモズクの加工施設の
強化を図り、水産業の安定経営に繋げるため、既存
加工施設加工ラインの強化に必要な圧送真空ポンプ
や梱包機等の整備を行う団体へ支援する。

１　ホークリフト車の整備　２台�
２　自動梱包器の整備　３台�
３　モーターコンプレッサー及びレシーバータ
ンクの整備　一式　�
４　圧送真空ポンプの整備　４台

１　ホークリフト車の整備　２台�
２　自動梱包器の整備　３台�
３　モーターコンプレッサー及びレシーバータ
ンクの整備　一式　�
４　圧送真空ポンプの整備　４台

◎

2 ⑤ 東西交流推進事業
H24～
H27

　海洋深層水関連商品の諸外国への販路開拓を見
据え、計画的な貿易に関する研修会等を実施するた
め、交流候補地であるハワイ州及び中国福州の現地
基礎調査及び国際化人材育成計画書（仮称）の策定
を行う。

１　国際化人材育成計画書の策定 １　国際化人材育成計画書の策定 ◎

4 ②
デジタルサイネージによる
観光情報提供システム整備
事業

H24
　観光案内機能を充実させ観光客受入体制の強化を
図るため、デジタルサイネージを利用した観光情報提
供システムを導入する。

１　デジタルサイネージを利用した観光情報
提供システムの導入

－ －

4 ③ 地域発信力強化促進事業
H24～
H27

　新たな久米島の魅力等を効果的に発信する地域の
情報発信力の強化を図るため、島内各集落に古くか
ら伝わる芸能及び諸行事のコンテンツ制作及び地域
FM放送局を活用した情報発信システムの整備を行
う。

１　FMラジオ放送サテライト局の設置　１箇所�
２　移動放送車（通信機材車）の整備　１台�
３　コンテンツ映像の作成　１式

１　FMラジオ放送サテライト局の設置　１箇所�
２　移動放送車（通信機材車）の整備　１台�
３　コンテンツ映像の作成　１式

◎

4 ④
バーデハウス久米島健康
増進システム整備事業

H24

　本町を訪れる観光客に対し魅力あるウェルネスリ
ゾートを提供し観光誘客の促進を図るため、水中マッ
サージや水中運動等の健康増進プログラムを提供し
ているバーデハウス久米島の健康管理システムの整
備を実施する。

１　健康管理システムの整備 １　健康管理システムの整備 ◎

4 ⑤
スポーツコンベンション施設
機能強化事業

H24

　プロスポーツ等のキャンプ誘致を促進し観光産業の
振興を図るため、現在、受入施設として使用してい
る、久米島野球場及び仲里野球場関連施設（屋内運
動場の改修、駐車場、食堂上屋、ｽｺｱﾎﾞｰﾄﾞの改修）
の整備を実施する。

久米島野球場及び仲里野球場関連施設の
屋内運動場の改修、駐車場等の改修

久米島野球場及び仲里野球場関連施設の
屋内運動場の改修、駐車場等の改修 ◎

4 ⑥
観光関連施設循環促進事
業

H24
　本町を訪れる観光客の利便性の向上を図るため、
点在する島内観光関連施設を連結循環するコミュニ
ティバスを導入する。

１　観光関連施設循環バスの導入 １　観光関連施設循環バスの導入 ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

久米島

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

久米島

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」

4 ⑦ 防災まちづくり事業 H24

　安全で安心な観光地の形成を図るため、台風襲来
等の災害時の避難経路や避難所等を表示した防災
マップの作成、避難所に必要な毛布等及び自主防災
の活動に必要な資機材を配備する。

１　自主防災組織敷材設置�
２　避難場所案内看板設置�
３　防災マップ作成�
４　備蓄用非常食料の購入

１　自主防災組織敷材設置�
２　避難場所案内看板設置�
３　防災マップ作成�
４　備蓄用非常食料の購入

◎

4 ⑧ ヤジヤーガマ整備事業
H24～
H26

　本町唯一の鍾乳洞であるヤジヤーガマを観光施設
としての利活用を促進するため、自然環境や生息す
る動植物に配慮した自然体験施設として整備する。

１　自然体験施設の実施設計�
（取付道路、駐車場、進入階段、遊歩道整備
に係る測量設計）

１　自然体験施設の実施設計�
（取付道路、駐車場、進入階段、遊歩道整備
に係る測量設計）

◎

5 ②
球美の島エコアイランド化
推進事業

H24～
H29

　低炭素島しょ社会の実現と自然豊かな環境に配慮
した島づくりの推進を図るため、町内に設置されてい
る水銀街灯のLED化事業等を実施する。

１　LED化基本調査�
２　太陽光発電システムの設置

１　LED化基本調査�
２　太陽光発電システムの設置 ◎

5 ③ 球美の島緑化推進事業
H24～
H27

　久米島に自生している花や花木（クメノサクラ、ツツ
ジ、椿、ショウキズイセン等）の保全を図るために、島
の在来花木を年中楽しむことができる公園整備を実
施する。�

１　緑化推進公園実施設計�
２　緑化推進公園用地購入

１　緑化推進公園実施設計�
２　緑化推進公園用地購入 ◎

6 ⑥
久米島現代版組踊り創作
事業

H24～
H27

　若い世代の地域づくりへの積極的な参画を促進し
魅力ある観光地形成を図るため、久米島の歴史的遺
産にスポットをあてた現代版組踊り創作の脚本を制
作する。

１　組踊り脚本の制作 １　組踊り脚本の制作 ◎
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2 ⑤ 港川フィッシャー整備事業
H24～
H33

　港川人発見場所の港川フィッシャーを新たな観光資
源として活用するため、港川フィッシャーを整備する。

・港川フィッシャー遺跡模型の常設展示�
・港川フィッシャー整備（用地買収）

・港川フィッシャー遺跡模型の常設展示�
・港川フィッシャー整備（用地買収） ◎

2 ⑦
富盛石彫大獅子周辺整備
事業

Ｈ24
　本町にある沖縄県最古で最大である石彫の大獅子
を観光資源として活用するために、駐車場等の周辺
整備を行う。

・駐車場の整備（用地買収） ・駐車場の整備（用地買収） ◎

2 ⑩ 玻名城の郷整備事業
H24～
H28

　玻名城の浜を整備することにより、観光施設の充実
を図り、町のイベントや浜での自然体験等を行うこと
により観光振興につなげるため、アクセス道路や遊
歩道及び海浜公園等の整備を行う。

・基本計画の策定�
・アクセス道路の設計の実施

・基本計画の策定�
・アクセス道路の設計の実施 ◎

2 ⑪ 運動公園施設等整備事業
Ｈ24～
H28

 ハイレベルな練習環境等を整え、スポーツツーリズ
ムの振興を図るため、プロチーム・大学のキャンプで
も利用されるサッカー場・野球場・ソフトボール場等の
施設を整備しハイレベルな練習環境等を整える。

・芝等管理機械購入及び、機会倉庫建設�
・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ施設（筋トレ施設）整備�
・町営ﾌﾟｰﾙ遮光ﾈｯﾄ施設（Ａ＝600㎡）の整備

・芝等管理機械購入及び、機会倉庫建設�
・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ施設（筋トレ施設）整備�
・町営ﾌﾟｰﾙ遮光ﾈｯﾄ施設（Ａ＝600㎡）の整備

◎

5
沖縄特殊戸籍システム電算
化事業

Ｈ24

　本町で保管している沖縄関係戸籍は、現在でも戸
籍訂正の基礎資料として重要な役割を果たしている
が、紙媒体による保存であるため劣化が著しい。今
後も安定的かつ継続的な沖縄関係戸籍に係る住民
サービスを確保するため、沖縄関係戸籍の電算化を
実施する。

沖縄関係戸籍の電算化率：１００％ 沖縄関係戸籍の電算化率：１００％ ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

八重瀬町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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1 ①
多良間多目的拠点施設整
備事業

H24

島の定住を支える重要な産業である観光振興を図る
為、災害時における観光客等への安瀬安心を確保す
るための避難場所や住民と観光客の交拠点、離島の
人材育成拠点として活用できる複合施設を整備す
る。

避難及び交流等のための多目的拠点施設の
整備

避難及び交流等のための多目的拠点施設の
整備（基礎工事のみ完了） 未

1 ②
水納島津波避難施設整備
事業

H24

海抜が非常に低い水納島に、住民や観光客の安全
安心を確保するための津波避難施設を整備すること
で、災害に強い観光地としての本村のブランド力向上
を図る。

水納島避難施設の整備 水納島避難施設の整備（設備以外完了） 未

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

多良間村

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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1 ⑪
子午線ふれあい館再生プロ
ジェクト事業

H24

　西表島西部地区祖納集落内にある「子午線ふれあ
い館」を、再生可能エネルギーなどを取り入れた、地
区の伝統文化や工芸品等の発信拠点として、地域の
住民と観光客との交流を図るため、本事業により施
設の機能強化整備を行う。

子午線ふれあい館の再生整備
・厨房施設の整備
・駐車場整備：７台→１２台
・電気自動車充電器設置：１基
・太陽光パネル設置（10㎾）

厨房施設の増築（25㎡）、
駐車場整備（12台）、
電気自動車急速充電器1基、
太陽光パネル設置（１０ｋｗ）

◎

⑭
登録有形文化財伊古桟橋
修復工事事業

H24

　登録有形文化財「伊古桟橋」は、かつては黒島の玄
関口として利用されていたが、台風時の波等により崩
壊が進んでいる。しかし、浅瀬に突出する延長３５４
ｍの伊古桟橋は面積の小さい黒島において数少ない
観光地であり、また珊瑚礁の海に囲まれた黒島の暮
らしを象徴する景観地でもあるので、文化財の保全と
見学者の安全を図るために本事業において修復工
事を行う。

伊古桟橋の復原整備の実施 伊古桟橋復原整備の実施完了 ◎

3 ②
含みつ糖製糖施設近代化
事業

H24

　製糖事業者の安定操業を確保し、地域の基幹産業
「さとうきび・糖業」の振興を図り、製糖事業者の経営
体質強化につなげるため、製糖事業者が取り組む製
造コストの低減、品質向上及び衛生管理の徹底等に
資する施設整備をする。

・波照間製糖施設の整備 整備実施完了 ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

竹富町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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5 ① 子育て支援事業 H24

　本事業は、働きながら子供を育てることができる環
境の充実、及び幼保一体化教育を実施する。具体的
には、老朽化した祖納及び久部良の保育所を新たな
幼保一体化教育施設として整備し、子育て支援の充
実を図り、保護者が安心して働ける環境を整備した。

祖納保育所の建設 祖納保育所の建設 ◎

5 ② 介護支援事業 H24

本町唯一の居宅介護支援事業所が平成２４年３月末
で閉鎖し、利用者に十分な介護サービスの提供が行
えない状況にある。今後安定したサービスを提供す
るため居宅介護支援センターの整備を実施した。

居宅介護支援センターの整備 居宅介護支援センターの整備 ◎

6 ① 診療所運営支援事業
H24～
H28

本町における唯一の医療施設である「与那国町診療
所」の指定管理者（地域医療振興会）に対して運営経
費の補助を行うとともに、老朽化・旧式化した施設を
更新・拡充し、本町の医療体制を維持・充実を図っ
た。

X線断層撮影装置の導入 X線断層撮影装置の導入 ◎

8 ① 防災安全基盤整備事業 H24
地理的な不安要因がある本町の災害発生時におけ
る安全・安心の確保を図るため、住民・観光客等の被
災者の長期避難生活を想定した備蓄庫を整備した。

災害備蓄庫の建設　2基 災害備蓄庫の建設　2基 ◎

H24成果実績（指標） 総合評価事業内容事業名 H24成果目標（指標）
計画
期間

事業
番号

与那国町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業成果一覧 【凡例】

「達成」・・・「◎」 「概ね達成」・・・「○」

「一部達成」・・・「△」 「未達成」・・・「未」

「繰越」・・・「繰」
「廃止（中止）」・・・「－」
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